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■大田原市役所■
〒324-8641
栃木県大田原市本町１丁目４番１号
電　　話  ０２８７（２３）１１１１
業務時間  午前８時30分～午後５時15分㊊～㊎
延長窓口  午後５時15分～７時㊌
※市民課・国保年金課・税務課・子ども幸福課
　保育課・会計課のみ
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12 市からのお知らせ
健康・福祉／年金・国保／税　ほか

　右の二次元コードからご覧ください。
　また、広報おおたわらの内容を音声で
聞くことができます。『音訳（デイジー）
版広報おおたわら』をご希望の方は、下
記へお問い合わせください。

福祉課　 ３階　 ０２８７（２３）８９２１

情報政策課　 ６階　 ０２８７（２３）８７００

　いただいたご意見・ご感想は、今後の
紙面づくりの参考とさせていただきます。

◆掲示板

●日時　12月23日㊏、１月14日㊐　午前９時～正午
●場所　本庁舎２階市民課窓口
　　　　※南側玄関から入り、エレベーターをご利用ください。
●対象者　マイナンバーカードを申請済で、市から『交付通知

はがき』が届いた方　※事前予約が必要になります。
　【予約専用電話】　 ０２８７（２３）８７５５
●持ち物　①交付通知はがき、②暗証番号設定用紙、③身分証

明書（官公庁の発行した顔写真付きの物１点、または保険証
など２点）、④通知カード（お持ちの方のみ）

　⑤住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）
市民課　本２階　 ０２８７（２３）８７５５

　年末年始にかけてごみの量が多くなり、ごみステーション
に入りきらないごみが動物に荒らされたり通行の妨げになっ
たりするトラブルが増加します。
　また、ごみの処理には多くの費用（税金）が必要ですので、
ごみ減量へのご協力をお願いします。
　ごみが減らない場合、ごみ処理費用を指定ごみ袋に直接上
乗せする「ごみの有料化」を行うことになります。この場合、
ごみ袋は現在の約２倍の価格になる可能性があります。
●ごみ減量のポイント
・必要なものかどうかをよく考えてから購入する。
・雑紙類、段ボール、紙パック、白色トレイなどは、もやせ

るごみではなく資源ごみとして出す。
・食品ロスが発生しないようにする。（食べ物を残さず食べき

る、必要な分だけ購入する）
・生ごみを減らす。（生ごみの水分をよく切る、食材を傷まな

いうちに使い切る）
・ごみにならない方法を考える。（まだ使えるものは、必要な

人に譲る、リサイクルショップに売る）
生活環境課　本２階　 ０２８７（２３）８７０６

マイナンバーカードの休日交付【予約制】

ごみの減量にご協力ください

▶デジタル版「広報おおたわら」を公開し
ています

▶「広報おおたわら」のご意見・ご感想を
お寄せください

　表紙は、「第 35 回与一の里大田原市産業文化祭」の初日に披露
された、大田原女子高等学校書道部による書道パフォーマンスの
様子です。
　県北体育館や美原公園を会場に、ステージイベント、市内企業
や団体のブース、小中学生の作品展示など様々な催し物が行われ、
11 月４日・５日の両日に渡って、多くの人々で賑わいました。

　大田原市の廃校利活用事例の一部をご紹介します
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　市内の社会福祉法人が、多機能型障害福祉
サービス事業所としてカフェの運営や珈琲豆・
焼き菓子などの販売を行っています。
　また、カフェスペース以外の教室や体育館
は、地域の方々に解放され、ギャラリーやワー
クショップ開催の場として利用されています。
　当施設には、市内外、県内外を問わず多くの
方々が訪れ、賑わいを見せており、障害を持つ
方の就労支援施設としても多くの雇用を生み出
しています。

　施設の基本情報
建築年度 昭和７（1932）年度
廃校年度 平成24（2012）年度

事業開始年度 平成28（2016）年度

活用箇所 教室棟、管理教室棟、特別教室棟、屋内運動場
および運動場

　大田原市の廃校利活用事例の一部をご紹介します

▼事業内容

大田原市の廃校利活用
　大田原市では、市有財産のうち、廃校をはじめとして民間活力による効果的な活用が期待さ
れるものを対象に民間事業者の皆さまから利活用の提案を随時募集しています。
　現在、市内には10か所の廃校がありますが、７社の民間事業者が廃校を活用した事業を行っ
ています。
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　政策推進課　本６階　 ０２８７（２３）８７９３問

地域福祉への貢献、更なる地域の活性化・にぎわい創出に向けて旧蜂巣小学校（黒羽地区）

大田原市有財産活用民間提案制度　手続きフローチャート

特集
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　市内の食品加工会社が給食室を食品工場として活用しています。
　今までも、移転前の工場でヨーグルト製品の製造をしてきました
が、広い製造工場となり、手狭で今まで製造できなかった大田原産
の野菜を使ったピクルスやドリンクタイプのヨーグルトの製造を新
たに取り組んでいます。
　事業拡張により地域の雇用が生み出され、地元の生産者との連
携・協力により、地域の知名度の向上や生産者の生産意欲向上につ
ながっています。

　廃校は、地域の皆さまが集まる場、地域の産業振興の場、
地域の雇用を生み出す場として、学校としての役割を終えた
後も有効に活用されています。
　大田原市では、今後も「大田原市有財産活用民間提案制度」
によって、引き続き、廃校の利活用を図ってまいります。

▼事業内容

　施設の基本情報
建築年度 平成13（2001）年度

廃校年度 平成29（2017）年度

事業開始年度 令和４（2022）年度

活用箇所 給食室

　東京都に本社を持つ株式会社がＩＣＴを活用
した地域交流施設として活用しています。
　ここでは、地域に根差したＩＣＴ交流施設を
コンセプトに地域住民のＩＣＴ技術の向上や地
域のＤＸ推進を目指す取り組みが行われていま
す。
　事業者自らが地域行事へ参加するなど、積極
的に地域住民と関わり、情報発信することで地
域のＰＲ効果も期待されています。

　施設の基本情報
建築年度 昭和61（1986）年度

廃校年度 平成24（2012）年度

事業開始年度 令和４（2022）年度

活用箇所 管理・普通・特別教室棟１階および２階

▼事業内容

　廃校は利活用することで地域資源として生まれ変わります

地域雇用の増加や自社製品による地域の知名度向上に向けて

地域に根差したＩＣＴ交流施設

旧佐久山中学校（佐久山地区）

旧片田小学校（黒羽地区）
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　水道管が凍結する季節になりました。特に寒波時は水道管の凍結が原因となって多くの漏水が発生します。
漏水は水道料金などが高額になるばかりでなく、水道水の供給が追い付かずに広範囲に及ぶ断水となる可能性
もあります。
　このようなことを避けるため、一般住宅のみならず企業・公民館などでも凍結対策にご協力いただき、冬に
備えましょう。

　屋外の蛇口は、毛布・タオルなどで覆い、濡れないようにビニール袋などを被せて
保温してください。

　メーターボックスの中に保温材（要らなくなった布や発泡スチロールなどを濡れない
ようにビニール袋に入れたもの）を詰めて保温してください。

　漏水した際の料金軽減については、地中埋設部、床下、壁面内部その他目視することができない場所か
らの漏水であるときに限られますのでご注意ください。

屋外の蛇口

メーター回り

タオルなどを巻きつける

保温材を敷き詰める

ビニール袋などで防水する

メーター上部も覆う

上下水道課　本５階　 ０２８７（２３）８７１３水道管の凍結対策をお願いします
水道の冬支度

▶

▶

▶

▶

　①屋外の蛇口の保温

　②メーターの保温

　③漏水した際の料金軽減について

対策のポイント

検針時のお願い

水が入り込まない
ように防水してく
ださい。
市 販 の 保 温 ヒ ー
ターとの併用も効
果的です。

検針の際は保温材
を一旦取り除きま
すので、予めご了
承ください。

　本年１月下旬、市内の自治公民館において、水道管が凍結し、破裂する事案が発生しました。
　一般的に、氷点下４度以下になると水道管が凍結しやすくなると言われています。水道管が破裂すると、漏
水が発生し多額の水道料金や修理費用がかかります。
　目視することができない場所の漏水に限り、水道料金の一部が軽減の対象となりますが、修理費用に対する
補助や水道料金の全額免除はありませんので、自治公民館の管理にあたりましては、水道管が凍結しないよう
適切な管理をお願いします。

生涯学習課　本４階
０２８７（２３）２００５自治公民館の水道管凍結にご注意ください

漏水を防ぐために

　栃木県版図柄入りナンバープレートの交付が
開始されました。図柄入りナンバープレートを取
り付けて、とちぎの魅力を全国に発信していきま
しょう。
　申し込み方法などについては、県HPを
ご覧ください。 フルカラー版 モノトーン版

栃木県版図柄入りナンバープレート交付開始 栃木県地域振興課
０２８（６２３）２２５７

体県立県北体育館黒黒羽庁舎

湯湯津上庁舎本本庁舎ト ピ ッ ク ス
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　本市では次の方々が受章されました。ご受章おめでとうございます。
秋の叙勲・褒章・危険業務従事者叙勲 問 情報政策課　本６階

　０２８７（２３）８７００
本

　11 月１日、市役所本庁舎１階市民協働ホールにおいて、令和５年度大田原市自治功労者表彰式を行い、各分野で
功労のあった 73 名、２団体を表彰しました。表彰を受けた方々は次のとおりです。おめでとうございます。

問 情報政策課　本６階　　０２８７（２３）８７６１本大田原市自治功労者表彰
令和５年度

　市の教育、産業、衛生、土木、防災、納税、慈善事業そ
の他社会公共のために尽くした功労が顕著な方

✿市政功労
　大友 信 氏、菊池 惠子 氏、古谷 明美 氏
✿交通安全功労
　石井 和一 氏
✿消防功労
　相馬 寛幸 氏、益子 卓也 氏、磯 尚志 氏
　屋代 勝広 氏、佐藤 直樹 氏、池澤 健一 氏
　藤田 光寛 氏、木下 智昭 氏、菊池 充 氏
　磯 樹之 氏、伊藤 卓憲 氏、橋本 尚行 氏
　五江渕 惠介 氏、細岡 剛 氏、大野 明伸 氏
　戸邉 大介 氏、石﨑 剛 氏、小峰 庸介 氏
　角田 剛雄 氏、岡野 邦彦 氏、大島 辰弥 氏
　古林 健夫 氏、鈴木 俊介 氏、上田 良樹 氏
　小野 幹夫 氏、佐藤 亨 氏、川嶋 宣由 氏
　朝妻 哲也 氏、須藤 義尚 氏、屋代 慎一 氏
　澁江 隼輔 氏、大江 一道 氏
✿産業功労
　佐藤 琢夫 氏
✿保健福祉功労
　伊藤 耕一 氏、益子 充夫 氏、山上 豊子 氏
　室井 祐之 氏、小林 將俊 氏、上木 哲雄 氏
　西塚 とみ子 氏、石嶋 マス 氏、川永 幸男 氏
　大塚 加代子 氏、谷邉 範夫 氏、渡邉 和子 氏
　矢野目 照子 氏、髙野 陽子 氏、川上 千代子 氏
　星 眞由美 氏
✿公衆衛生功労
　青野 明美 氏、氏家 勝男 氏、槐 三千雄 氏
　津久井 征之 氏
✿学校教育功労
　大谷津 孝祥 氏、國井 泰美 氏、金田 明子 氏
　沼尾 貴子 氏、木戸 幸一 氏
✿社会教育功労
　駒形 智子 氏、香川 富美 氏、平野 保男 氏
　鈴木 キワ子 氏、江連 進 氏、藤沼 久子 氏
　屋代 惠一郎 氏

✿市議会議員
　髙瀨 重嗣 氏、星 雅人 氏

✿農業委員会委員
　森 隆道 氏

　市に対し、金額または価格100万円以上の寄附をした方（た
だし、大田原市ふるさと納税寄附金要綱に基づく寄附およ
び受益者の当該受益に関する寄附を除く）

秋田マテリアル株式会社、大田原市森林組合
西山 庄次 氏

　満４年以上市議会議員の職にあり退職（継続して就任す
る場合を除く）した方

　満８年以上監査委員、選挙管理委員、教育委員会委員、公
平委員会委員又は農業委員会委員の職にあり退職（継続し
て就任する場合を除く）した方

✿旭日小綬章（地方自治功労）

津久井  富雄  氏
前大田原市長

令和５年 秋の叙勲
✿藍綬褒章（酒類業振興功績）

尾﨑  宗範  氏
栃木県酒造組合会長

令和５年 秋の褒章
✿瑞宝双光章（警察功労） ✿瑞宝単光章（警察功労）

瀧澤  美貴男  氏
元栃木県警部

塚田  耕作  氏
元栃木県警部補

第41回危険業務従事者叙勲
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　市内の小・中学生（小学生は４年生以上）から応募があった 3,362 句の作品の中から、優秀作品の一部をご紹介
します。なお、作品の短冊を市役所本庁舎２階および黒羽芭蕉の館研修室で展示します。
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藤
田 

萌
々
香

✿
優
秀
賞

ま
だ
ま
だ
と
線
香
花
火
見
つ
め
て
る

石
上
小
学
校　

藤
田 

梨
麻
乃

ぼ
く
の
夏
最
後
に
決
め
る
ぞ
ホ
ー
ム
ラ
ン

西
原
小
学
校　

高
久 

想
太

熱
い
砂
う
き
わ
片
手
に
早
あ
る
き

紫
塚
小
学
校　

岩
渕 

亮
佑

黒
羽
の
川
の
せ
せ
ら
ぎ
鮎
薫
る

紫
塚
小
学
校　

藤
田 

結
来

口
並
べ
食
べ
物
ね
だ
る
つ
ば
め
の
子

羽
田
小
学
校　

長
嶋 

結
愛

●
中
学
１
年
生
の
部

✿
最
優
秀
賞

大
会
や
輝
く
汗
と
飛
ぶ
声
と

野
崎
中
学
校　

星
合 

美
緒

✿
優
秀
賞

猛
暑
日
の
コ
ー
ト
に
響
く
球
の
音

若
草
中
学
校　

畠
田 

凛
音

ほ
ほ
か
す
る
ど
こ
へ
行
く
の
か
秋
の
風

若
草
中
学
校　

君
島 

由
依
菜

朝
練
で
セ
ミ
が
奏
で
る
応
援
歌

若
草
中
学
校　

瀬
尾 

愛
果

部
活
終
え
蕃ば
ん
か茄
の
よ
う
な
吾
の
顔

大
田
原
中
学
校　

君
島 

彩
芭

赤
と
ん
ぼ
き
み
は
い
っ
た
い
ど
こ
へ
ゆ
く

大
田
原
中
学
校　

柏
谷 

涼
太

●
中
学
２
年
生
の
部

✿
最
優
秀
賞

夏
の
果
て
予
定
ま
み
れ
の
カ
レ
ン
ダ
ー

黒
羽
中
学
校　

花
塚 

孝
史

✿
優
秀
賞

霜
柱
靴
が
奏
で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー

若
草
中
学
校　

丸
山 

峰
生

手
に
と
る
と
も
み
じ
に
染
ま
ら
ぬ
緑
あ
り

若
草
中
学
校　

山
田 

歌

い
わ
し
雲
風
に
ゆ
ら
れ
て
か
た
ち
か
え

若
草
中
学
校　

星 

綾
華

ホ
ー
ム
ラ
ン
ボ
ー
ル
の
先
に
ク
ロ
ー
バ
ー

黒
羽
中
学
校　

黒
田 

空
夏

紫
陽
花
に
日
差
し
差
し
こ
む
雨
あ
が
り

大
田
原
中
学
校　

若
目
田 

奏
太
朗

●
中
学
３
年
生

✿
最
優
秀
賞

若
芝
や
は
ち
ま
き
ぎ
ゅ
っ
と
勝
利
へ
と

大
田
原
中
学
校　

溝
口 

ひ
お
り

✿
優
秀
賞

鯉
の
ぼ
り「
届
か
な
い
よ
」と
幼
い
手

親
園
中
学
校　

佐
藤 

晴

友
達
と
慣
れ
な
い
く
つ
で
夏
祭
り

若
草
中
学
校　

郡
司 

美
月

祭
り
衣
装
羽
織
る
親
父
が
勇
ま
し
い

若
草
中
学
校　

鈴
木 

耀
仁

春
の
雲
た
だ
た
だ
見
上
げ
た
大
仏
殿

大
田
原
中
学
校　

鈴
木 

空
翔

ラ
ケ
ッ
ト
振
り
春
風
の
音
鳴
ら
し
け
り

大
田
原
中
学
校　

深
川 

柊
晴

文化振興課　本４階
０２８７（２３）３１２９黒羽芭蕉の里子ども俳句大会（結果）

第35回

王将戦七番勝負第１局開催
第73期ALSOK杯 王将戦開催実行委員会事務局（文化振興課内）

本４階　 ０２８７（２３）３１２９
　藤井 聡太 八冠が王将位２度目の防衛戦に挑みます。

※対象者　市内在住で将棋を指せる小・中学生
【共通】　●申込方法　12 月１日㊎から市HPで申し込み開始

日時 場所 内容

前夜祭 １月６日㊏
午後６時

那須野が原
ハーモニーホール 歓迎セレモニーおよび抽選会など

初手見学会 １月７日㊐
午前９時 ホテル花月 対局場にて５分程度見学し、その後、

プロ棋士との多面指し（※対象者）

大盤解説会 １月８日㊊㊗
午前 10 時 ホテル花月 モニターテレビによる観戦、プロ棋

士による解説、抽選会など
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施設などの名称 電話番号 26
㊋

27
㊌

28
㊍

29
㊎

30
㊏

31
㊐

１
㊊

２
㊋

３
㊌

４
㊍

５
㊎

住民票の写し
印鑑登録証明書
戸籍謄抄本

市民課 (23)8752
○ ○ ○ × × × × × × ○ ○湯津上支所総合窓口課 (98)2111

黒羽支所総合窓口課 (54)1112

税関係証明
税務課 (23)8785

○ ○ ○ × × × × × × ○ ○湯津上支所総合窓口課 (98)2111
黒羽支所総合窓口課 (54)1111

水道の開栓・閉栓 上下水道課 (23)8713 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
ごみ関係 広域クリーンセンター大田原 (20)2270 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○
消費生活相談 消費生活センター (23)6236 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
火葬場 (24)2800 ○ ○ × ○ ○ ○ × × × ○ ○
那須野が原ハーモニーホール (24)0880 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
総合文化会館 (22)4148 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
ピアートホール (59)0856 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
各地区公民館 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
生涯学習センター (23)2003 × ○ ○ × × × × × × ○ ○
大田原図書館 (23)4560 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○
湯津上庁舎図書室 (98)7037 ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○
黒羽図書館 (59)0855 ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○

美原公園 DI スタジアム・野球場

(22)8012
○ ○ × × × × × × × × ○テニスコート

県北体育館 ○ ○ × × × × × × × × ○
大田原体育館 ○ ○ × × × × × × × × ○
黒羽運動公園 (54)1111 ○ ○ × × × × × × × × ○
大田原グリーンパーク (22)8012 ○ ○ × × × × × × × × ○
ＦＥＰ大田原プール（大田原市屋内温水プール） (24)0778 × × × × × × × × × ○ ○
黒羽中学校屋内温水プール（いきいきプール） (59)1031 ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○

ふれあいの丘
体育館・大工房・茶室など (28)3131 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
自然観察館 (28)3251 ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○天文館 (28)3254

湯けむり
ふれあいの丘

キャビン・キャンプ場 (98)2141 × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○
湯津上温泉やすらぎの湯 × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

黒羽温泉五峰の湯 (59)7010 × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
道の駅那須与一の郷（※詳細はHP参照） (23)8641 ○ ○ ○ ○ ○ ▲（※） × × × ○ ○

那須与一伝承館
与一伝承館

(20)0220 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○竹のギャラリー
多目的ホール

黒羽芭蕉の館 (54)4151 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
なす風土記の丘湯津上資料館 (98)3322 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○歴史民俗資料館 (98)2151

トコトコ大田原

TOKOTOKO マルシェ (47)4750 ○ ○ ○ ○ ○
▲

9：00～
18：00

× ▲
10：00～17：00 ○

子ども未来館 (47)4125 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○

つどいの広場 (47)7660 ○
▲

9：00～
11：30

× × × × × × × × ○

市民交流センター (47)7003 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○
26
㊋

27
㊌

28
㊍

29
㊎

30
㊏

31
㊐

１
㊊

２
㊋

３
㊌

４
㊍

５
㊎

○営業日　×休業日　▲業務時間が通常と異なります
年末年始 市施設などの業務案内

◎大田原市の市外局番は「０２８７」です。携帯電話からかける際はご注意ください。
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施設などの名称 電話番号 26
㊋

27
㊌

28
㊍

29
㊎

30
㊏

31
㊐

１
㊊

２
㊋

３
㊌

４
㊍

５
㊎

なかがわ水遊園
水遊園 (98)3055 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

直売所 (98)6003 ○ ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○

佐良土多目的交流センター (98)3077 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○

観光交流センター (54)1110 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○

大田原地域職業訓練センター (23)4500 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
黒羽ふるさと物産センター
郷土資料館くらしの館 (54)3152 ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○

社会福祉協議会
本所 (23)1130

○ ○ ○ × × × × × × ○ ○湯津上支所 (98)3715
黒羽支所 (54)1849

シルバー人材
センター

本部 (23)1255
○ ○ × × × × × × × ○ ○

黒羽支部 (54)0186

市営バス
（生活環境課）

大田原女子高線

(23)8832

× × × × × × × × × ○ ○

黒磯駅・黒羽高校線 × × × × × × × × × × ×

その他の路線 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
デマンド交通（山和タ
クシー）  親園・野崎・
佐久山・湯津上・黒羽

自由経路運行
(26)1717

○ ○ ○ × × × × × × ○ ○

定路線運行 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○

■し尿の処理
　12月29日㊎～１月３日㊌は、し尿および浄化槽汚
泥の受け入れを停止します。
　年末年始は、し尿汲み取り・浄化槽清掃の依頼が
集中することが予想されますので、許可業者への依
頼はお早めにお願いします。詳細は下記へお問い合
せください。

許可業者 電話番号
協業組合 環境整美公社 本社 （大田原市） 0287(２３)３２３１
協業組合 環境整美公社 那須営業所（那須町） 0287(74)0516
有限会社 髙安産業 （大田原市） 0287(２２)３３７８
有限会社 ポート・ワン （那須塩原市）０２８７(６２)１４５５
有限会社 新井衛生社 （那須塩原市）０２８７(６２)１７５３
宇都宮文化センター 株式会社 （那須塩原市）０２８7(32)4570

■戸籍の届出
　12月29日㊎～１月３日㊌の期間も、戸籍届出書の
受領は、市役所本庁舎１階受付案内窓口、黒羽支所で
行います。
　なお、湯津上支所、出張所での受領は行いません。
●受領時間　午前８時30分～午後５時
●夜間受領場所（午後５時～翌日午前８時30分）
　那須地区消防組合大田原消防署・黒羽分署
※湯津上分署は 24 時間受領可（㊏㊐㊗、年末年始のみ）

市民課　本２階 　 0287（23）8705

■指定・収納代理金融機関
　市税などの納付ができる指定金融機関および収納代
理 金 融 機 関 は、12月30日㊏～１月３日㊌はお休みに
なります。
※コンビニ利用期限内の納付書であれば、コンビニの

営業時間内での納付が可能です。
●指定金融機関　足利銀行
●収納代理金融機関
　栃木銀行、大田原信用金庫、那須信用組合、
　那須野農業協同組合、白河信用金庫、烏山信用金庫

那須地区広域行政事務組合　 0287（65）3611

上下水道課 　本５階　 0287（23）8713会計課　本２階 　 0287（23）8722

■年末年始のごみ
　年末年始のごみ収集は12月31日㊐～１月３日㊌
がお休みとなります。
　上記期間は、広域クリーンセンター大田原への直
接搬入もできません。

広域クリーンセンター大田原　 0287（20）2270
生活環境課　本２階　 0287（23）8706

■漏水事故の対応
　水道に関する事故や公道および宅地内で漏水などが
発生したときは、下記の携帯電話にご連絡ください。
当番工事店が対応します。なお、漏水場所によっては、
費用負担が発生します。
※３階建て以上のマンション、アパートなどで、受水

槽からの給水を利用している方は、不動産管理会社
にお問い合わせください。

全地区共通　　０９０（７２３４）４４６２
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●日時　令和６年２月３日㊏
▶受付：午前９時～９時 30 分▶開札：９時 50 分
●場所　市役所本庁舎１階 102 会議室
●入札物件・最低入札価格　右表のとおり
●参加資格　個人または法人
●申込方法　１月４日㊍～ 12 日㊎（㊏㊐㊗を除く）

午前９時～午後５時に必要書類を総務課へ提出
※ 10 日㊌は午後７時まで受付します。
※市HPまたは総務課窓口で「応募要領」を

配布します。
●現地説明　12 月 23 日㊏
※現地説明を希望される方は、12 月 11 日㊊～

15 日㊎に電話で申し込みをしてください。
●入札保証金　入札参加者は、入札場所で入札

金額の 100 分の５以上の入札保証金を納めて
いただきます。

最低入札価格

5,916,000円

2,602,000円

2,565,000円

4,050,000円

2,565,000円

1,459,000円

696,000円

506,000円

38,800,000円

地積

399.72㎡

218.64㎡

210.18㎡

230.08㎡

285㎡

561㎡

662㎡

481㎡

1580.19㎡

現況
地目
宅地

宅地

宅地

宅地

雑種地

雑種地

雑種地

雑種地

宅地

宅地

所在地

下石上 2110 番 7

薄葉 2703 番 2

薄葉 2707 番 3

薄葉 2708 番 22

薄葉 1120 番 4

前田 1029 番 3

小滝 594 番 172

小滝 594 番 173

住吉町１丁目 2373 番 3

住吉町１丁目 2376 番 3

物件
番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

市有地を公売します 　総務課　本６階　　０２８７（２３）８７９５本

芭蕉の里くろばねマラソン大会開催に伴う通行禁止区間
第 51 回

　年末恒例の芭蕉の里くろばねマラソン大会が開催さ
れます。当日は上図のとおり交通規制を実施しますの
でご協力をお願いします。
●日時　12 月 17 日㊐
▶開会宣言：午前９時▶スタート：午前９時 30 分～ 11 時
●場所　黒羽運動公園特設マラソンコース
●通行止区間
▶市道黒羽中学校線（多目的運動場～久野又入口丁字

路）全線通行止め

▶主要地方道那須黒羽茂木線（両郷十字路～堀之内十
字路）全線通行止め

　主要地方道那須黒羽茂木線を 10㎞・５㎞マラソン
コースとして使用

●通行止時間　午前９時～正午（競技終了次第解除）
芭蕉の里くろばねマラソン大会実行委員会（スポー
ツ振興課）　体
０２８７（２２）８０１７

※五峰の湯を利用する方は、ピアートホール前Ｙ字路か
ら進入することができます。4久野又運動公園入口
からは進入できません。なお、いきいきプール（黒羽
中学校屋内温水プール）は、当日は、午後２時からの
営業となります。

通行止め区間とコース案内図

黒羽運動公園

那
珂
川

国
道
２
９
４
号

至 那須塩原市

至 那珂川町

く
ら
し
の
館

黒羽橋

至 前田 至 須佐木

1堀之内十字路

ピアートホール前
運動公園入口

ＪＡガソリンスタンド

ピアートホール

くろばね保育園

五峰の湯

3多目的運動場

至 川田

両郷コミュニティセンター

2両郷十字路

スタート

フィニッシュ

山百合荘

５ｋｍ
第１折り返し点

10ｋｍ
第１折り返し点

至 木佐美

５ｋｍ・10ｋｍ
第２折り返し点

（久野又運動公園入口200ｍ手前）

午前９時 15 分～午前 11 時 30 分
（競技終了次第解除）

1堀之内十字路～2両郷十字路
4
久
野
又
運
動
公
園
入
口

全面通行止め区間

午前９時～正午
（競技終了次第解除）

3多目的運動場～4久野又運動公園入口

全面通行止め区間
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家庭で血圧を測定しましょう
～家庭血圧測定のすすめ～ 健康政策課　本３階

０２８７（２３）７６０１

　高血圧は、日本で最も患者数の多い生活習慣病で、大田原市の 75 歳を迎える方の 51.5％が、高血圧の治療
を行っています。（令和４年度介護予防実態調査）
　高血圧は、普段は症状がなく、脳卒中や心筋梗塞・心不全・腎不全などの生死に関わる障害が
出て初めて症状に気がつくことが多いため、「沈黙の殺人者」と言われています。

家庭血圧の正しいはかり方

① 上腕血圧計を選ぶ。
② 朝と晩の 1 日２回測定する。
③ 1 ～２分の安静後に測定する。
④ 原則２回測定して、記録する。

診察室血圧（病院や健康診断で測定）だけでなく、『家庭血圧』がとても重要です。

１日２回家庭血圧測定の習慣化をお勧めします
血圧は記録しておき、
主治医に見てもらいましょう。

　脳心血管病（脳卒中や心筋梗塞など）や腎機能の悪化を防ぐために、高血圧の診断基
準が決められています。

（単位：ｍｍHg） 収縮期 拡張期

診察室血圧 140 以上 90 以上

家庭血圧 135 以上 85 以上

　11 月～２月までの時期がヒートショックの好発時期です。浴室や脱衣所などの気温が下がり、
長風呂になりやすいため危険が高まります。この機会に、安全に入浴するため、下記の点つい
て確認しておきましょう。

     ・ 入浴前に脱衣所や浴室を暖めましょう。
     ・ 湯温は 41 度以下、湯につかる時間は 10 分までを目安にしましょう。
     ・ 浴槽から急に立ち上がらないようにしましょう。
     ・ 食後すぐの入浴や、飲酒後の入浴は避けましょう。
     ・ 入浴する前に同居者に一声掛けて、意識してもらいましょう。

参考：消費者庁ウェブサイト

※ただし、糖尿病や腎障害がある場合などは、厳格な降圧目標が決められ、この基準は用いません。

自分が高血圧かどうかを知るために血圧測定を行うことが大切です。

自分の普段の血圧はご存じですか？

　　   朝

    ・ 起床後 1 時間以内
    ・ 排尿後
    ・ 朝食前・服薬前

　　   夜

    ・ 就寝前
    ・ 入浴、飲酒の直後
       は避ける

高血圧の診断基準値は？

家庭血圧 135/85ｍｍHg 以上は、
脳卒中や心筋梗塞にかかる率が
２～３倍になります。

白衣高血圧は問題ないの？

参考：高血圧治療ガイドライン 2019

　家庭血圧が正常でも、病院などで測ると血圧が高くなってしまう「白衣高血圧」は、今のと
ころは問題ありませんが、将来、治療が必要な高血圧になる可能性が高いので、家庭血圧測定
で自分の血圧を把握しておきましょう。

冬場は要注意！ 温度差で血圧が大きく変動し、心臓や血管に大きな負担がかかるヒートショック



122023.12
※財源確保のため、有料公告を掲載しています。

健
康
・
福
祉

　

こ
の
通
知
に
関
連
す
る
手
続
き
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
利
用
し
て
い
な
い

介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
記
載
さ
れ
て

い
る
場
合
や
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
対
象
期
間　

４
月
～
６
月

●
発
送
時
期　

12
月
上
旬

問
高
齢
者
幸
福
課　

本
３
階

 
 

０
２
８
７（
２
３
）８
６
７
８

　

市
で
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
じ

ま
る「
大
田
原
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
あ
ん
し
ん
プ
ラ

ン（
第
９
期
計
画
）」の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
案
に
対
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
閲
覧
場
所　

▼
市
HP
▼

本
庁
舎
３
階
高
齢
者
幸

福
課
▼
湯
津
上
支
所
▼

黒
羽
支
所

●
意
見
を
提
出
で
き
る
方　

次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　

▼
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
中
の

方
▼
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業

所
を
有
す
る
個
人
お
よ
び
法
人
そ

の
他
の
団
体
▼
市
に
納
税
義
務
の

あ
る
方
▼
本
計
画
事
業
に
利
害
関

係
の
あ
る
方

●
提
出
方
法　

12
月
６
日
㊌
～
26
日

㊋
に
所
定
の
用
紙
へ
住
所
、氏
名
、

連
絡
先
を
明
記
の
う
え
、
直
接
ま

た
は
郵
便（
12
月
26
日
㊋
消
印
有

効
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
提
出

※
電
話
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
意
見
の
取
り
扱
い　

提
出
さ
れ
た

ご
意
見
は
、
内
容
を
検
討
し
、
こ

れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
後
日

公
表
し
ま
す
。
個
々
の
意
見
に
対

し
て
個
別
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

募
集
の
趣
旨
に
直
接
関
係
の
な
い

意
見
に
つ
い
て
は
、
取
り
扱
い
し

ま
せ
ん
。

問
申
高
齢
者
幸
福
課　

本
３
階

 
 

０
２
８
７（
２
３
）８
８
６
５

 
 

０
２
８
７（
２
３
）４
５
２
１

 
kaigo@

city.ohtaw
ara.tochigi.jp

　
「
障
害
者
週
間
」は
、
障
害
者
の
福

祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
障
害
者
が
社
会
、
経

済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」「
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
」の
配
布
な
ど
の
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
の
あ
る
本
人
や
障
害

の
あ
る
子
を
持
つ
保
護
者
な
ど
で
組

織
す
る「
大
田
原
市
地
域
自
立
支
援

協
議
会
当
事
者
部
会
」で
は
月
１
回

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
開
催
し
交
流
の

場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
に
障
害
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

い
、
差
別
や
偏
見
が
少
な
く
な
る
こ

と
を
願
い
活
動
し
て
い
ま
す
。
当
事

者
部
会
で
は
随
時
委
員
や
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課　

本
３
階

 
 

０
２
８
７（
２
３
）８
９
５
４

　

本
市
で
は
、
広
報
お
お
た
わ
ら
・

議
会
だ
よ
り
・
社
協
だ
よ
り
を
音

声
化
し
た
Ｃ
Ｄ
を
郵
送
す
る「
デ
イ

ジ
ー
化
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｄ
を
聞
く
た
め
に
必
要

な
ポ
ー
タ
ブ
ル
レ
コ
ー
ダ
ー
を
、
日

常
生
活
用
具
費
給
付
事
業
で
、
視
覚

障
害
２
級
以
上
の
方
に
給
付
し
て
い

ま
す
。（
原
則
自
己
負
担
１
割
）

　

そ
の
他
、
市
で
配
布
し
て
い
る
福

祉
ガ
イ
ド
の
う
ち
、
補
装
具
、
日
常

生
活
用
具
な
ど
、
視
覚
障
害
者
対
象

の
給
付
品
目
を
ま
と
め
た
一
覧
を
窓

口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
申
福
祉
課　

本
３
階

 
 

０
２
８
７（
２
３
）８
９
２
１

　

傾
聴
と
は
、
相
手
の
話
だ
け
で
な

く
、
相
手
の
心
ま
で
受
け
止
め
る
も

の
で
す
。
近
年
で
は
、
老
若
男
女
問

わ
ず
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
役
に
立
つ
理

念
・
技
能
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
あ
な
た
も
傾
聴
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

●
日
時　

令
和
６
年
１
月
９
日
㊋
、

12
日
㊎
、
16
日
㊋
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

●
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
３
階

　

３
０
１
会
議
室

●
内
容　

▼
傾
聴
の
技
術
習
得
▼
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加

●
対
象
者　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内

勤
務
の
方
で
３
回
全
日
程
に
出
席

で
き
る
方

市 か ら の お 知 ら せ

介
護
給
付
費
通
知
を
発
送
し
ま
す

大
田
原
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

12
月
３
日
～
12
月
９
日
は
「
障
害

者
週
間
」
で
す

視
覚
障
害
が
あ
る
方
へ

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

参
加
者
の
募
集
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●
定
員　

30
名（
先
着
順
）

●
講
師　

黒
川 

貢 

氏（
栃
木
県
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
会
長
）

●
費
用　

無
料

●
申
込
方
法　

令
和
６
年
１
月
５
日

㊎
ま
で
に
左
記
へ
電
話
で
申
し
込
み

問
申
健
康
政
策
課　

本
３
階

 
 

０
２
８
７（
２
３
）８
７
０
４

　
●
日
時　

12
月
20
日
㊌
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

●
場
所　

栃
木
県
庁
東
館
４
階
講
堂

●
講
師　

鈴
木 

信
行 

氏（
患
医
ね
っ

と
代
表
）

●
定
員　

会
場
60
名
、Ｗ
ｅ
ｂ
90
名

●
費
用　

無
料

●
内
容　

医
者
・
病
院
・
薬
局
失
敗

し
な
い
選
び
方
・
考
え
方
～
病
気

で
も「
健
康
」に
生
き
る
た
め
に
～

●
申
込
方
法　

12
月
19
日
㊋
ま
で
に

左
記
へ
電
話
で
申
し
込
み

問
申
栃
木
県
医
療
政
策
課

 
 

０
２
８（
６
２
３
）３
０
８
５

　
「
い
の
ち
支
え
る
大
田
原
市
自
殺

対
策
計
画
」の
策
定
に
向
け
て
広
く

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

●
意
見
募
集
期
間　

12
月
４
日
㊊
～

※財源確保のため、有料公告を掲載しています。

25
日
㊊

●
意
見
を
提
出
で
き
る
方

①
市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
中

の
方

②
市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
有
す

る
方

③
市
に
納
税
義
務
の
あ
る
方

④
本
計
画
案
に
利
害
関
係
の
あ
る
方

●
提
出
方
法　

郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー

ル
、
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
提
出

※
詳
細
は
市
HP
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
申
健
康
政
策
課　

本
３
階

〒
３
２
４
‐
８
６
４
１

　

大
田
原
市
本
町
１
‐
４
‐
１

 
 

０
２
８
７（
２
３
）８
７
０
４

 
 

０
２
８
７（
２
３
）７
６
３
２

 
 kenkou@

city.ohtaw
ara.

     tochigi.jp

　

自
殺
対
策
研
修
の
一
環
と
し
て
、

悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、
声
を
か

け
、
話
を
聞
い
て
必
要
な
支
援
に
つ

な
げ
る
た
め
の「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

養
成
講
座
」を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時　

令
和
６
年
１
月
19
日
㊎
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
３
階

　

３
０
１
会
議
室

●
講
師　

大
橋 

房
子 

氏（
と
ち
ぎ
い

の
ち
の
電
話
事
務
局
長
）

●
定
員　

30
名（
先
着
順
）

●
対
象
者　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内

勤
務
の
方

●
費
用　

無
料

●
申
込
方
法　

令
和
６
年
１
月
18
日

㊍
ま
で
に
左
記
へ
電
話
で
申
し
込
み

問
申
健
康
政
策
課　

本
３
階

 
 

０
２
８
７（
２
３
）８
７
０
４

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が
出

産
を
し
た
際
に
、
出
産
前
後
の
一
定

期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ

れ
る
制
度
で
す
。

●
対
象
者　

国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
で
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月

１
日
以
降
の
方（
届
出
に
期
限
は

あ
り
ま
せ
ん
）

●
内
容　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産

日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か

月
間
の
国
民
年
金
保
険
料
を
免
除

※
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定

日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の

３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間
の
国
民

年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
産
前
産
後
免
除
を
受
け
る
と
、
認

め
ら
れ
た
期
間
は
保
険
料
を
納
付

し
た
も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

※
申
請
書
は
出
産
予
定
日
の
６
か
月

年
金
・
国
保

前
か
ら
提
出
可
能
で
す
。

●
持
ち
物　

▼
母
子
健
康
手
帳
な

ど
、
出
産
予
定
日
が
わ
か
る
も
の

▼
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
▼

印
鑑

問
申
大
田
原
年
金
事
務
所

 
 

０
２
８
７（
２
２
）６
３
１
１

　
（
音
声
案
内
２
→
２
）

問
申
国
保
年
金
課　

本
３
階

 
 

０
２
８
７（
２
３
）８
８
５
７

　

令
和
５
年
４
月
分
か
ら
令
和
６
年

３
月
分
ま
で
の
保
険
料
は
、
月
額

１
万
６
５
２
０
円
で
、
納
付
期
限
は

翌
月
末
で
す
。

　

ま
た
、
会
社
を
退
職
し
た
時
は
年

金
の
切
り
替
え
手
続
き
が
必
要
で

す
。
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が
会

社
を
退
職
さ
れ
、
農
業
者
、
自
営
業

者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
無
職
な

ど
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者（
ま
た
は
、
第
３

号
被
保
険
者
）へ
の
切
替
え
手
続
き

が
必
要
で
す
。

問
大
田
原
年
金
事
務
所

 
 

０
２
８
７（
２
２
）６
３
１
１

　
（
音
声
案
内
２
→
２
）

問
国
保
年
金
課　

本
３
階

 
 

０
２
８
７（
２
３
）８
８
５
７

栃
木
県
医
療
安
全
講
習
会
の
開
催

大
田
原
市
自
殺
対
策
計
画（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

参
加
者
募
集

産
前
産
後
期
間
に
係
る
国
民
年

金
保
険
料
免
除
制
度
の
ご
案
内

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
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介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
は
、
年
金
天
引
き（
特
別
徴

収
）が
始
ま
る
ま
で
は
、
納
付
書（
普

通
徴
収
）で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
口

座
振
替（
自
動
払
込
）の
お
手
続
き
を

す
る
と
、
登
録
完
了
後
は
納
期
限
日

に
指
定
口
座
か
ら
自
動
で
振
替
納
付

さ
れ
る
た
め
、
大
変
便
利
で
す
。

　

65
歳
、
75
歳
到
達
前
に
口
座
振
替

の
お
手
続
き
を
し
て
お
く
と
、
初
回

か
ら
振
替
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
申
込
先　

足
利
銀
行
、栃
木
銀
行
、

大
田
原
信
用
金
庫
、
白
河
信
用
金

庫
、
烏
山
信
用
金
庫
、
那
須
信
用

組
合
、
那
須
野
農
業
協
同
組
合
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
持
ち
物　

▼
保
険
料
額
通
知
書
▼

口
座
振
替
を
す
る
預
貯
金
通
帳
▼

通
帳
届
出
印

●
申
込
方
法　

窓
口
備
え
付
け
の

「
大
田
原
市
公
金
口
座
振
替
依
頼

書
兼
解
約
届
」に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
届
出
印
を
押
し
て
各
金
融

機
関
に
提
出

※
申
込
み
か
ら
振
替
開
始
ま
で
40
～

50
日
程
度
か
か
り
ま
す
。

●
そ
の
他
口
座
振
替
が
で
き
る
税
金

な
ど　

▼
市
県
民
税
▼
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
▼
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）▼
国
民
健
康
保
険
税

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 

・
口
座
振
替
に
関
す
る
こ
と

問
税
務
課　

本
２
階

 
 

０
２
８
７（
２
３
）８
６
３
９

 

・
介
護
保
険
料
に
関
す
る
こ
と

問
高
齢
者
幸
福
課　

本
３
階

 
 

０
２
８
７（
２
３
）８
６
７
８

 
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
関
す

る
こ
と

問
国
保
年
金
課　

本
２
階

 
 

０
２
８
７（
２
３
）１
１
２
０

●
評
価
替
え
と
は　

土
地
と
家
屋
に

お
け
る
固
定
資
産
税
を
３
年
ご
と

に
見
直
す
制
度
の
こ
と
で
す
。

【
土
地
の
評
価
替
え
】　

土
地
の
評
価

は
、「
固
定
資
産
評
価
基
準
」に
基

づ
き
、
地
目
別
に
定
め
ら
れ
た
評

価
方
法
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。

❶
地
目　

地
目
は
、
田
・
畑
・
宅
地
・

池
沼
・
山
林
・
原
野
・
鉱
泉
地
・

牧
場
・
雑
種
地
が
あ
り
ま
す
。
登

記
上
の
地
目
に
か
か
わ
り
な
く
、

そ
の
年
の
１
月
１
日（
賦
課
期
日
）

時
点
の
地
目
で
評
価
し
ま
す
。

❷
地
積（
面
積
）　

原
則
と
し
て
登
記

簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
地
積
に
な

り
ま
す
。

❸
価
格（
評
価
額
）　

評
価
は
、
売
買

実
例
価
額
を
基
と
し
た
正
常
売
買

価
格
を
基
礎
と
し
て
求
め
ま
す
。

【
家
屋
の
評
価
替
え
】　

家
屋
に
つ
い

て
は
、
評
価
替
え
前
年
度
の
再
建

築
価
格（「
固
定
資
産
評
価
基
準
」

に
基
づ
き
、
評
価
の
時
点
で
同
じ

家
屋
を
新
築
し
た
場
合
に
必
要
と

な
る
建
築
費
）を
基
準
に
、「
再
建

築
費
評
点
補
正
率
」や「
経
年
減
点

補
正
率
」を
乗
じ
て
評
価
額
を
算

出
し
ま
す
。
た
だ
し
、
算
出
し
た

評
価
額
が
前
年
度
の
評
価
額
を
超

え
る
場
合
は
、
前
年
度
の
評
価
額

に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

❶
再
建
築
費
評
点
補
正
率　

東
京
都

（
特
別
区
の
区
域
）に
お
け
る
３
年

間
の
建
築
物
価
の
変
動
割
合
を
基

礎
と
し
て
定
め
ら
れ
る
率
。

❷
経
年
減
点
補
正
率　

経
過
年
数
に

応
じ
て
通
常
生
ず
る
減
価
の
割
合

を
基
礎
と
し
て
、
家
屋
の
構
造
お

よ
び
用
途
別
に
定
め
ら
れ
た
率
。

た
だ
し
、
経
過
年
数
が
規
定
年
数

を
超
え
た
後
も
、
家
屋
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
間
は
、
下
限
の

「
０
．２
０
」に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

問
税
務
課　

本
２
階

 

・
土
地
に
関
す
る
こ
と

 
 

０
２
８
７（
２
３
）８
７
２
６

 

・
家
屋
に
関
す
る
こ
と

 
 

０
２
８
７（
２
３
）８
８
６
４

税

　

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１

月
１
日
の
状
況
に
基
づ
い
て
課
税
さ

れ
ま
す
。
住
宅
や
店
舗
な
ど
の
建
物

だ
け
で
な
く
、物
置
や
車
庫
な
ど
も
、

❶
土
地
へ
の
定
着
性
❷
外
気
分
断
性

❸
用
途
性
の
要
件
を
満
た
せ
ば
課
税

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
今
年
、
家
屋

の
状
況
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
新
築
・
増
築
し
た　

担
当
職
員
が

訪
問
し
、
家
屋
調
査
し
ま
す
。

▼
家
屋
を
取
り
壊
し
た　

次
年
度
か

ら
課
税
さ
れ
な
い
よ
う
、
担
当
職

員
が
現
地
確
認
し
ま
す
。

▼
未
登
記
の
家
屋
の
売
買
や
相
続
・

贈
与
な
ど
を
し
た　
「
未
登
記
家

屋
名
義
変
更
届
」を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
税
務
課　

本
２
階

 
 

０
２
８
７（
２
３
）８
８
６
４

　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
で

工
場
や
商
店
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
経

営
し
て
い
る
方
が
事
業
の
た
め
に
所

有
し
て
い
る
事
業
用
資
産
を
い
い
ま

す
。
償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方
は
、

令
和
６
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産
の

状
況
に
つ
い
て
１
月
31
日
㊌
ま
で
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
対
象
と
な
る
主
な
償
却
資
産

①
構
築
物（
舗
装
路
面
、
フ
ェ
ン
ス
、

看
板
、
受
変
電
設
備
、
煙
突
、
鉄

塔
な
ど
）

②
機
械
お
よ
び
装
置（
旋
盤
、
ポ
ン

プ
、
各
種
製
造
設
備
の
機
械
・
装

置
、
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど
）

③
車
両
お
よ
び
運
搬
具（
貨
車
、
客

車
、
大
型
特
殊
自
動
車
な
ど
）

④
工
具
、
器
具
、
備
品（
パ
ソ
コ
ン
、

医
療
機
器
、
測
定
工
具
、
机
、
椅

子
な
ど
）

●
申
告
対
象
外
の
償
却
資
産

①
耐
用
年
数
１
年
未
満
の
資
産
ま
た

は
取
得
価
格
が
10
万
円
未
満
の
資

産
で
法
人
税
法
な
ど
の
規
定
に
よ

り
一
時
に
損
金
算
入
さ
れ
た
も
の

（
い
わ
ゆ
る
小
額
償
却
資
産
）

②
取
得
価
格
が
20
万
円
未
満
の
資
産
で

法
人
税
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
３
年

間
で
一
括
し
て
均
等
償
却
す
る
も
の

（
い
わ
ゆ
る
一
括
償
却
資
産
）

③
法
人
税
法
第
64
条
の
２
第
１
項
・

所
得
税
法
第
67
条
の
２
第
１
項
に

規
定
す
る
リ
ー
ス
資
産
で
取
得
価

額
が
20
万
円
未
満
の
も
の

④
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の

対
象
と
な
る
も
の

⑤
無
形
減
価
償
却
資
産（
特
許
権
、

漁
業
権
な
ど
）

※
①
②
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
個
別

の
資
産
ご
と
の
耐
用
年
数
に
よ
り

も
う
す
ぐ
65
歳
、
75
歳
に
な
る

方
へ

固
定
資
産
税
償
却
資
産
の
申
告

令
和
６
年
度
は
固
定
資
産
税
の
評

価
替
え
の
年
で
す

家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
・

所
有
者
の
変
更
な
ど
は
あ
り
ま

せ
ん
か
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【納税・滞納処分Q＆ A】

ストップ！滞納　地方税徴収強化中 税務課　本２階　 ０２８７（２３）８７０３

Ｑ１  借金があるから税金が払えません。
Ａ１  滞納処分上では、法律によって、税金はすべての債務（借金

含む）に優先すると定めてあります。別段の定めがある場合を
除き、私的債務より税金が優先されます。（地方税法第14条）

Ｑ２  いきなり差押えはひどすぎませんか？
Ａ２  市税等は納期限内納付が大原則です。納期限が過ぎて 20 日

後には督促状が発送されますが、その日から起算して 10 日を
経過した日までに完納しないときは「差し押えなければならな
い」と明示してあります。（地方税法第 331 条など）

Ｑ３  個人の財産を勝手に調べて差押えるのはプライバシーの侵害
ではないですか？

Ａ３  市税等を滞納すると、国税徴収法・地方税法に基づき、市に
は滞納者の財産すべてに対する調査権限が発生します。この権
限により調査を受けた金融機関、勤務先、保険会社などの関係
機関は、協力しなければなりません。また、財産の調査は、個
人情報保護法に関しても情報提供の制限から除かれています。

Ｑ４  小額滞納でも差押えはするのですか？
Ａ４  金額の大小にかかわらず、税負担の公平性を確保するために

も差押えは行われます。「小額の滞納だから差押えられないは
ず…」というのは誤った思い込みです。

　市税や保険料（市税等）を滞納すると、納めた方
との間で負担の公平さを欠くことになりますの
で、滞納者に対し財産調査を
し、予告なく財産の差押えを
することを強化しています。

●令和４年度の実績
　財産調査　11,931件
　財産差押　867件
　差押えにより徴収した件数　1,257件
　差押えにより徴収した金額　65,410千円
●納期限内に納付を
　市税等は、納期限内に自主的に納めていただ
くことが原則です。納期限内に納めない方がい
ると、財源不足となり、市民サービスに支障を
きたします。
　また、その市民サービスに使われるべき貴重
な市税等が「督促状の経費など、市税等を徴収す
るために使われる」ことになってしまいます。

通
常
の
減
価
償
却
を
行
っ
て
い
る

も
の
は
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
申
税
務
課　

本
２
階

 
 

０
２
８
７（
２
３
）８
８
６
４

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て

自
宅
か
ら
ス
マ
ホ
で
確
定
申
告
】

　

確
定
申
告
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
・

ス
マ
ホ
申
告
が
便
利
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
ス
マ
ホ

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
取
対
応
）

が
あ
れ
ば
、
国
税
庁
HP「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
利
用
し
て

確
定
申
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、相
談
は
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
や

国
税
専
門
ダ
イ
ヤ
ル
か
ら
で
も
可
能

で
す
。  

０
５
７
０（
０
０
）５
９
０
１

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式
の
メ

リ
ッ
ト
】

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
ス
マ
ホ

が
あ
れ
ば
24
時
間
い
つ
で
も
申
告

が
で
き
ま
す
。

②
過
去
の
申
告
デ
ー
タ
を
利
用
し
て

自
動
入
力
で
き
ま
す
。

③
青
色
申
告
決
算
書
・
収
支
内
訳
書

も
ス
マ
ホ
で
作
成
が
可
能
で
す
。

④
還
付
申
告
の
場
合
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
な

ら
早
期
還
付
さ
れ
ま
す
。

⑤
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
で
源
泉
徴
収
票

が
自
動
入
力
さ
れ
ま
す
。

⑥
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
に
よ
り
一

部
の
所
得
控
除
な
ど
が
自
動
入
力

さ
れ
ま
す
。

問
大
田
原
税
務
署

 
 

０
２
８
７（
２
２
）３
１
１
８

●
受
付
時
間　

各
日
と
も
午
前
９
時
15

分
～
11
時
30
分
・
午
後
１
時
～
３
時

※
受
付
時
に
申
請
時
間
を
指
定

●
場
所　

栃
木
県
庁
那
須
庁
舎
２
階　

会
議
室

※
前
年
度
と
会
場
が
異
な
り
ま
す
。

●
注
意
事
項　

▼
県
税
事
務
所
で
の

申
請
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
事

前
予
約
は
２
月
８
日
㊍
か
ら
電
話
で

受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
会
場
で
も

事
前
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
▼
会

場
で
の
追
加
の
申
請
は
、
各
指
定
公

布
日
の
午
後
の
受
付
時
間
に
受
け
付

け
ま
す
。
初
め
て
申
請
す
る
方
は
、

事
前
に
左
記
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
▼
表
記
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
指

定
公
布
日
以
外
の
日
に
ち
で
も
申
請

が
可
能
で
す
。
▼
駐
車
場
は
那
須
野

が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
第
２
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
大
田
原
県
税
事
務
所

 
 

０
２
８
７（
２
３
）４
１
７
２

農
業
用
軽
油
免
税
証
の
交
付
申
請

受
付
に
つ
い
て

月　日 地　区
１月29日㊊ 湯津上

１月30日㊋ 黒羽（須賀川、両郷、黒羽）

１月31日㊌ 黒羽（川西）・金田（北金丸）

２月１日㊍ 金田（赤瀬、奥沢、上奥沢、鹿畑、北大和
久、倉骨、南金丸）

２月２日㊎ 金田（市野沢、乙連沢、小滝、富池、練貫、
羽田）

２月５日㊊ 大田原・金田（荒井、今泉、岡、戸野内、中
田原、町島）

２月 ６日㊋ 親園

２月 ７日㊌ 野崎・佐久山

申請区分 使用者証 報告書 納品書 耕作証明書 交付手数料

使用者証 継続 ○ ○ ○ ○（※ 1） ー

使用者証 更新 ○ ○ ○ ○（※ 1） 420円
（※１）県税事務所で追加の申請をする場合。
（※２）機械に変更がある場合は、変更内容の分かるもの（メモなど）

　　　をお持ちください。
（※３）初めて申請する方、使用者証を紛失した方は事前に大田原県

　　　税事務所に必要書類の確認をしてください。

●必要書類

●受付日

動画で見る
確定申告

マイナポータル
連携

税
務
署
か
ら
の
重
要
な
お
知
ら
せ



162023.12

●
日
時　

12
月
18
日
㊊
～
28
日
㊍
、

令
和
６
年
１
月
４
日
㊍
～
31
日
㊌

（
㊏
㊐
㊗
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
12
月
18
日
㊊
は
午
後
１
時
か
ら
）

※
水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
。

●
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
２
階　

市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
文
化
振
興
課　

本
４
階

 
 

０
２
８
７（
２
３
）３
１
２
９

　

資
料
館
で
管
理
し
て
い
る
昭
和
50

年
代
の
下
侍
塚
古
墳
発
掘
調
査
に
係

る
写
真
や
、
上
・
下
侍
塚
古
墳
の
風

景
な
ど
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、周
辺
の
風
景
や
四
季
の
姿
、

古
墳
で
の
思
い
出
な
ど
、
皆
さ
ま
か

ら
広
く
募
集
し
た
、
多
様
な
侍
塚
古

墳
の
姿
を
パ
ネ
ル
で
展
示
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
２
日
㊏
～
令
和
６
年

１
月
28
日
㊐

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、

通
常
の
野
鳥
と
の
接
し
方
で
は
人
に

感
染
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
野
鳥
に
餌え

さ
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い　

野
鳥
に
餌
を
与
え
る
と
野
鳥
が
多

数
集
ま
り
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
感
染
が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
絶
対
に
野
鳥
に
餌
を
与
え

な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
死
亡
し
た
野
鳥
を
見
つ
け
た
ら　

死
亡
し
た
野
鳥
は
素
手
で
触
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。野
生
動
物
は
様
々

な
雑
菌
類
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

死
亡
し
た
野
鳥
を
発
見
し
た
場
合

は
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
県
北
環
境
森
林
事
務
所

 
 

０
２
８
７（
２
３
）６
３
６
３

問
農
林
整
備
課　

本
４
階

 
 

０
２
８
７（
２
３
）８
８
１
３

●
死
亡
し
た
犬
や
猫
を
見
つ
け
た
ら

道
路
や
市
の
管
理
地
で
死
亡
し
た

犬
や
猫
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
左

記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
個
人
所

有
地
の
場
合
は
、
所
有
者
ま
た
は

土
地
の
管
理
者
が
処
理
し
て
く
だ

さ
い
。

問
生
活
環
境
課　

本
２
階

 
 

０
２
８
７（
２
３
）８
７
０
６

　
「
と
ち
ぎ
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
」で

は
、
会
員
登
録
制
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を
運
用
し
て
、
結
婚
を
望
む

独
身
男
女
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
期

間
限
定
で
入
会
登
録
料
割
引
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
実
施
期
間　

令
和
６
年
３
月
31
日

㊐
ま
で

●
対
象
者　

20
歳
～
35
歳
ま
で
の
女

性
お
よ
び
20
歳
～
29
歳
ま
で
の
男

性
で
、
本
県
在
住
ま
た
は
本
県
へ

の
移
住
に
関
心
の
あ
る
独
身
の
方

●
内
容　

と
ち
ぎ
結
婚
支
援
セ
ン

タ
ー
の
入
会
登
録
料
通
常
１
万
円

（
２
年
間
有
効
）の
と
こ
ろ
、
女
性

は
無
料
、
男
性
は
半
額

問
と
ち
ぎ
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

 
 

０
２
８（
６
８
８
）０
８
８
０

　

年
末
は
交
通
事
故
が
増
加
傾
向
に

あ
る
ほ
か
、
飲
酒
に
起
因
す
る
重
大
事

故
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

年
末
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止
の
徹
底

を
図
る
た
め
、「
年
末
の
交
通
安
全
県

民
総
ぐ
る
み
運
動
」を
実
施
し
ま
す
。

●
目
的　

県
民
一
人
ひ
と
り
に
交
通

安
全
意
識
の
浸
透
を
図
り
、
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
て
交
通

事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
。

●
期
間　

12
月
11
日
㊊
～
31
日
㊐

●
運
動
の
重
点　

❶
こ
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
❷
飲
酒
運
転

等
の
根
絶
❸
自
転
車
等
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル
遵
守

の
徹
底
❹「
ラ
イ
ト
４フ
ォ
ー

運
動
」と

「
原
則
ハ
イ
ビ
ー
ム
」の
推
進

問
危
機
管
理
課　

本
３
階

 
 

０
２
８
７（
２
３
）９
３
０
１

　
「
第
３
次
大
田
原
市
子
ど
も
の
読

書
活
動
推
進
計
画
」の
策
定
に
向
け

て
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

●
意
見
募
集
期
間　

12
月
４
日
㊊
～

25
日
㊊

●
意
見
を
提
出
で
き
る
方　

❶
市
内
在

住
、
在
勤
又
は
在
学
中
の
方
❷
市
内

に
事
務
所
や
事
業
所
を
有
す
る
方
❸

市
に
納
税
義
務
の
あ
る
方
❹
本
計
画

案
に
利
害
関
係
の
あ
る
方

●
提
出
方
法　

郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー

ル
、
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
提
出

※
詳
細
は
市
HP
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課　

本
４
階

 
 

０
２
８
７（
２
３
）２
１
０
０

　

市
内
の
小
学
生
の
絵
画
６
４
５
点

の
応
募
の
中
か
ら
、
入
賞
作
品
18
点

が
決
定
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

✿
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
奨
励
賞

　

川
西
小
学
校
４
年　

大
嶋 

ひ
よ
り

✿
藤
沼
昇
賞

　

大
田
原
小
学
校
６
年　

前
島 

舞
葉

✿
大
田
原
市
長
賞

　

西
原
小
学
校
５
年　

大
髙 

遥

✿
大
田
原
市
教
育
長
賞

　

紫
塚
小
学
校
３
年　

五
十
嵐 

心
寧

✿
金
賞

　

金
丸
小
学
校
６
年　

藤
田 

心
花

　

黒
羽
小
学
校
３
年　

渡
邉 

小
都

✿
銀
賞

　

宇
田
川
小
学
校
６
年　

藤
田 

萌
々
香

　

大
田
原
小
学
校
６
年　

平
澤 

つ
ぐ
み

　

大
田
原
小
学
校
６
年　

薄
井 

蘭

　

大
田
原
小
学
校
２
年　

齋
藤 

聡
介

　

大
田
原
小
学
校
１
年　

益
子 

尊
叶

✿
銅
賞

　

西
原
小
学
校
３
年　

松
本 

葵

　

石
上
小
学
校
２
年　

東 

咲
希

　

西
原
小
学
校
２
年　

松
本 

奏
大

　

紫
塚
小
学
校
３
年　

山
越 

愛
佳

　

紫
塚
小
学
校
４
年　

大
島 

茉
桜

　

佐
久
山
小
学
校
２
年　

日
向 

陽
春

　

大
田
原
小
学
校
１
年　

舟
瀬 

玄
都

【
入
賞
・
入
選
作
品
の
展
覧
会
】

く
ら
し

文
化
・
教
養

野
鳥
に
お
け
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
つ
い
て

第
３
次
大
田
原
市
子
ど
も
の
読

書
活
動
推
進
計
画（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

「
年
末
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る

み
運
動
」
の
実
施

と
ち
ぎ
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
登
録

促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

パ
ネ
ル
展
「
侍
塚
古
墳
写
真
展
」

第
10
回
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
お
お
た

わ
ら
児
童
作
品
展

審査会の様子



湯湯津上庁舎 黒黒羽庁舎本本庁舎

2023.1217

体県立県北体育館

【
Ｆ
Ｅ
Ｐ
大
田
原
プ
ー
ル
】

●
期
間　

令
和
６
年
１
月
15
日
～
３

月
29
日
の
毎
週
㊊
㊌
㊍
㊎
で
各
曜

日
全
10
回
開
催

※
２
月
12
日
㊊
、
２
月
23
日
㊎
、
３

月
20
日
㊌
は
休
み
。
開
催
時
間
は

各
教
室
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

●
定
員　

各
教
室
ご
と
に
異
な
り
ま

す（
先
着
順
）

※
開
催
時
間
や
定
員
は
HP

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
い
き
い
き
プ
ー
ル
】

●
日
時　

１
月
20
日
～
３
月
30
日
の

毎
週
㊏
で
全
10
回
開
催

※
３
月
16
日
㊏
は
休
み
。

●
定
員　

11
名（
先
着
順
）

【
共
通
】

●
費
用　

１
回
５
０
０
円（
都
度
支

払
い
）別
途
入
場
料

●
対
象
者　

高
校
生
以
上

●
申
込
方
法　

各
プ
ー
ル
窓
口
に
て

申
し
込
み（
電
話
申
し
込
み
不
可
）

※
１
月
10
日
㊌
午
前
９
時
30
分
に
整

理
券
配
布
、
午
前
９
時
40
分
に
申

し
込
み
開
始
し
ま
す
。

問
申
Ｆ
Ｅ
Ｐ
大
田
原
プ
ー
ル

 
 

０
２
８
７（
２
４
）０
７
７
８

問
申
い
き
い
き
プ
ー
ル

 
 

０
２
８
７（
５
９
）１
０
３
１

【
Ｆ
Ｅ
Ｐ
大
田
原
プ
ー
ル
】

▼
第
４
期
ピ
ラ
テ
ィ
ス

●
期
間　

１
月
15
日
～
３
月
25
日
の

毎
週
㊊（
全
10
回
）午
前
10
時
～
11
時

※
２
月
12
日
㊊
は
休
み
。

▼
第
３
期
ナ
イ
ト
ヨ
ガ

●
期
間　

１
月
19
日
～
３
月
29
日
の

毎
週
㊎（
全
10
回
）午
後
７
時
～
８
時

※
２
月
23
日
㊎
は
休
み
。

【
共
通
】

●
費
用　

１
回
１
０
０
０
円（
都
度

支
払
い
）

●
対
象
者　

高
校
生
以
上

●
申
込
方
法　

各
プ
ー
ル
窓
口
に
て

申
し
込
み（
電
話
申
し
込
み
不
可
）

※
１
月
10
日
㊌
午
前
９
時
30
分
に
整

理
券
配
布
、
午
前
９
時
40
分
に
申

し
込
み
開
始
し
ま
す
。

問
申
Ｆ
Ｅ
Ｐ
大
田
原
プ
ー
ル

 
 

０
２
８
７（
２
４
）０
７
７
８

問
申
い
き
い
き
プ
ー
ル

 
 

０
２
８
７（
５
９
）１
０
３
１

●
日
時　

令
和
６
年
１
月
13
日
㊏

●
場
所　

会
津
高
原
だ
い
く
ら
ス

キ
ー
場

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
小
学
生
と

そ
の
保
護
者

●
定
員　

親
子
で
40
名（
先
着
順
）

●
交
通
手
段　

市
委
託
バ
ス

●
費
用　

１
人
２
０
０
０
円（
昼
食

代
・
保
険
料
含
む
）

※
申
し
込
み
時
に
預
か
り
ま
す
。

※
自
己
都
合
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
の

返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
リ
フ
ト
代
、
レ
ン
タ
ル
代
は
各
自

負
担
に
な
り
ま
す
。

※
昼
食
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス（
豚
汁
付

き
）で
す
。

●
講
師　

大
田
原
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

ス
キ
ー
専
門
部

●
申
込
方
法　

12
月
５
日
㊋
～
22
日

㊎（
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
）に
、
県
北
体
育
館
に

直
接
申
し
込
み（
電
話
申
し
込
み

不
可
）

問
申
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

体

 
 

０
２
８
７（
２
２
）８
０
１
７

●
日
時　

１
月
28
日
㊐（
午
前
８
時

～
８
時
30
分
に
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

２
階
レ
ス
ト
ラ
ン
入
口
で
受
付
）

●
場
所　

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
ス
キ
ー

リ
ゾ
ー
ト

●
競
技
種
目　

大
回
転（
１
本
）

●
費
用　

▼
一
般
１
０
０
０
円

　
▼
小
・
中
学
生
８
０
０
円

●
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
、
大

田
原
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
員
の
い
ず
れ
か

●
組
別

 

・
小
学
生
低
学
年（
１
～
４
年
生
）

　

▼
男
子
の
部
▼
女
子
の
部

 

・
小
学
生
高
学
年（
５
・
６
年
生
）

　

▼
男
子
の
部
▼
女
子
の
部

 

・
中
学
生

　

▼
男
子
の
部
▼
女
子
の
部

 

・
一
般
女
子
の
部（
年
齢
制
限
な
し
）

 

・
一
般
男
子
▼
１
部（
40
歳
以
下
）▼

２
部（
41
～
44
歳
）▼
３
部（
45
～

47
歳
）▼
４
部（
48
～
52
歳
）▼
５

部（
53
～
61
歳
）▼
６
部（
62
歳
以

上
）

※
年
齢
は
大
会
当
日
の
満
年
齢
。
各

部
参
加
人
数
に
よ
り
年
齢
区
分
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
方
法　

１
月
13
日
㊏
午
後
５

時
ま
で
に
太
陽
ス
ポ
ー
ツ
ま
た
は

奈
良
ス
ポ
ー
ツ
へ
費
用
を
添
え
て

申
し
込
み

問
大
田
原
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会　

体

 
 

０
２
８
７（
２
２
）８
０
１
８

問
申
太
陽
ス
ポ
ー
ツ

 
 

０
２
８
７（
２
２
）５
４
９
５

問
申
奈
良
ス
ポ
ー
ツ

 
 

０
２
８
７（
２
２
）２
６
７
０

●
場
所　

な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上

資
料
館

●
休
館
日　

毎
週
㊊（
祝
日
の
場
合

は
そ
の
次
の
平
日
）

●
入
館
料　

一
般
１
０
０
円（
80

円
）、
高
校
生
・
学
生　

50
円（
40

円
）、
小
・
中
学
生
無
料

※（ 

）は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

問
な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料
館

 
 

０
２
８
７（
９
８
）３
３
２
２

　

黒
羽
地
域
を
中
心
と
し
た
中
世
～

近
世
の
古
文
書
を
題
材
と
し
て
、
く

ず
し
字
の
読
み
方
を
学
び
、
地
域
の

歴
史
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

❶
令
和
６
年
１
月
20
日
㊏

　

❷
２
月
３
日
㊏
❸
２
月
17
日
㊏

　

❹
３
月
２
日
㊏

　

午
前
の
部
９
時
30
分
～
11
時
30
分

午
後
の
部
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
場
所　

黒
羽
芭
蕉
の
館　

研
修
室

●
講
師　

黒
羽
芭
蕉
の
館
学
芸
員

●
費
用　

無
料

●
定
員　

各
回
16
名（
先
着
順
）

●
持
ち
物　

鉛
筆
、
ノ
ー
ト

●
申
込
方
法　

12
月
15
日
㊎
～
令
和

６
年
１
月
19
日
㊎
に
左
記
へ
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み

問
申
黒
羽
芭
蕉
の
館

 
 

０
２
８
７（
５
４
）４
１
５
１

 
 

０
２
８
７（
５
４
）４
１
８
８

ス
ポ
ー
ツ

と
ち
ぎ
県
民
カ
レ
ッ
ジ
登
録
講

座
「
黒
羽
古
文
書
講
座
」

親
子
ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

大
田
原
市
民
ス
キ
ー
大
会
参
加

者
募
集

第
３
期
泳
法
・
水
中
運
動
教
室

参
加
者
募
集

フ
ロ
ア
教
室
参
加
者
募
集
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ゆ
み
」に
よ
る
お
楽
し
み
ブ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

●
日
時　

12
月
10
日
㊐
午
前
10
時
～

午
後
２
時

●
場
所　

ｈ
ｉ
ｋ
ａ
ｒ
ｉ 

ｎ
ｏ

　

ｃ
ａ
ｆ
é 

蜂
巣
小
珈
琲
店

●
内
容（
予
定
）　

野
菜
、
米
、
い
ち

ご
、
自
然
薯
、
キ
ノ
コ
類
な
ど
や

加
工
品
の
販
売
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
、
抽
選
会
、
米
の
計
量
ゲ
ー

ム
、
紙
芝
居
な
ど

問
コ
コ
マ
ル
シ
ェ
会
事
務
局

 
 

０
９
０（
８
９
４
０
）０
１
４
８

　
「
須
賀
川
の
自
然
い
っ
ぱ
い
の
い

い
と
こ
ろ
を
全
部
体
験
」し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
須
賀
川

新
そ
ば
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
３
日
㊐
午
前
10
時
～

午
後
２
時

●
場
所　

旧
須
賀
川
小
学
校

●
内
容　

須
賀
川
産
新
そ
ば
打
ち
実

演
・
販
売
、
焼
き
鮎
・
地
元
農
産

物
な
ど
の
販
売
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

●
主
催　

須
賀
川
ふ
る
さ
と
づ
く
り

協
議
会

問
農
政
課　

本
４
階

 
 

０
２
８
７（
２
３
）８
２
９
２

問
放
送
大
学
栃
木
学
習
セ
ン
タ
ー

 
 

０
２
８（
６
３
２
）０
５
７
２

　

は
り
は
り
漬
け
・
お
か
ら
煮
作
り

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

令
和
６
年
１
月
13
日
㊏　

午
前
９
時
か
ら

●
場
所　

湯
津
上
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

●
定
員　

16
人（
抽
選
）

●
費
用　

５
０
０
円

●
申
込
方
法　

12
月
13
日
㊌
～
20
日

㊌
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
左
記

へ
電
話
ま
た
は
直
接
申
し
込
み

※
詳
細
は
後
日
参
加
者
に
連
絡
し
ま

す
。

問
大
田
原
市
農
業
公
社

 
 

０
２
８
７（
２
３
）４
８
３
４

　

コ
コ
マ
ル
シ
ェ
会
、
東
洋
大
学
学

生
、
大
田
原
市
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化

促
進
協
議
会
、
大
田
原
市
女
性
農
業

委
員
グ
ル
ー
プ「
チ
ー
ム
あ
ゆ
み
」の

コ
ラ
ボ
企
画
で
す
。
農
業
女
子
な
ど

が
生
産
し
た
こ
だ
わ
り
の
農
産
物
を

販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
大
学
生
企
画

の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、「
チ
ー
ム
あ

●
日
時　

令
和
６
年
１
月
８
日
㊊
㊗

午
前
９
時
か
ら

●
場
所　

県
北
体
育
館　

メ
イ
ン
ア

リ
ー
ナ

●
対
象
者　

県
北
の
小
・
中
学
校
に

通
学
す
る
児
童
・
生
徒

●
費
用　

１
名
１
５
０
０
円（
大
会

当
日
受
付
で
支
払
い
）

●
種
目　

シ
ン
グ
ル
ス

※
学
年
別
を
基
本
と
し
ま
す
が
、
申

し
込
み
状
況
に
よ
り
ク
ラ
ス
分
け

を
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　

12
月
25
日
㊊
ま
で
に

申
込
書
を
県
北
体
育
館
に
直
接
持

参
す
る
か
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
み

※
郵
送
の
場
合
は
、12
月
25
日
㊊
必
着
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
送
付
後
に
必
ず

確
認
の
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
申
大
田
原
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会　

体

〒
３
２
４
‐
０
０
４
７

　

大
田
原
市
美
原
３
‐
２
‐
62

 
 

０
２
８
７（
２
２
）８
０
１
８

 
 

０
２
８
７（
２
２
）８
０
１
６

問
大
田
原
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

　

井
伊

 
 

０
９
０（
２
８
４
２
）８
５
１
０

産
業
・
雇
用

　　

県
で
は
、
県
内
企
業
へ
の
就
職
活

動
を
行
う
方
を
支
援
す
る
た
め
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン「
と
ち
ま
る
就
活
ア
プ
リ
」を

運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
企
業
情
報
や
求

人
情
報
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
情
報
、

県
内
各
地
で
実
施
さ
れ
る
就
活
イ
ベ

ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
情
報
な
ど
、
県
内

で
の
就
職
活
動
を
効
率
的
に
進
め
る

た
め
の
情
報
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
費
用　

無
料

※
詳
細
は
HP
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
栃
木
県
労
働
政
策
課

 
 

０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
４

　

農
業
が
盛
ん
な
大
田
原
で
は
、
都

市
部
の
方
が
農
山
村
で
過
ご
す「
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
」を
地

域
活
性
化
施
策
と
し
て
推
進
し
て
お

り
、
毎
年
多
く
の
旅
行
者
を
受
入
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
受
入
先
と
な
る
農
家
の

方（
農
泊
仲
間
）を
新
た
に
募
集
し
ま

す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
説

明
会
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
20
日
㊌
午
後
２
時
～
３

時（
午
後
１
時
45
分
か
ら
受
付
開
始
）

●
場
所　

市
総
合
文
化
会
館
２
階　

会
議
室

●
費
用　

無
料

●
申
込
方
法　

左
記
へ
電
話
で
申
し

込
み

問
申
商
工
観
光
課　

本
４
階

 
 

０
２
８
７（
２
３
）３
１
４
５

　

放
送
大
学
は
、
令
和
６
年
４
月
入

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
世
代
の
学
生
が
、
様
々
な

目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

３
０
０
以
上
の
授
業
科
目
が
あ
り
、

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
１
科

目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
出
願
期
間

【
第
１
回
】11
月
26
日
㊐
～
令
和
６
年

２
月
29
日
㊍

【
第
２
回
】令
和
６
年
３
月
１
日
㊎
～

12
日
㊋

※
資
料
を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

教　

育

イ
ベ
ン
ト

第
４
回
県
北
小
中
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会

須
賀
川
新
そ
ば
ま
つ
り
開
催

農
業
体
験
参
加
者
募
集

ク
リ
ス
マ
ス
マ
ル
シ
ェ
開
催

放
送
大
学
入
学
生
募
集

農
家
民
泊
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

説
明
会
参
加
者
募
集

と
ち
ぎ
で
の
就
職
活
動
を
支
援

し
ま
す
！
栃
木
県
公
式
「
と
ち

ま
る
就
活
ア
プ
リ
」
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地 域 の ひ ろ ば 黒黒羽庁舎本本庁舎 湯湯津上庁舎

体県立県北体育館 文総合文化会館

■自然観察会報告⑥…ヘラクレスオオカブト幼虫教室
　10 月 14 日、 秋
晴れの穏やかな日、
那須塩原市動植物
調査研究会長・君
島 章男 先生を講師
にお招きして、第
２回ヘラクレスオ
オカブト幼虫教室
を開催しました。参加者の皆さまは実際にヘラクレス
オオカブトの幼虫を手にしたり、メモを取ったりしな
がら、これから冬場の飼育温度やマット交換などにつ
いて学びました。今回の幼虫は令和５年３月に生まれ
たもので、羽化予定は来年の令和６年 12 月頃です。
立派な成虫になることを願っています。
■「昆虫忍法帳」展はまもなく終了…12 月 10 日㊐まで
　擬態をテーマに昆虫たちの
自然を生き抜く術を紹介した
企画展「昆虫忍法帳」も今月 12
月10日㊐で終了となります。
残りわずかとなりましたが皆
さまのご来館、お待ちしてい
ます。写真はコノハチョウで
す。（「この葉隠れの術」より）

休館日：毎週月曜（祝日を除く）、祝日の翌日（日曜を除く）
■開館時間…午前９時30分～午後４時30分
　　　　　　（入館は午後４時まで）

自然観察館だより
■自然観察会（冬のふれあいの丘探鳥会）を開催
　2024 年、新年を迎えたふれあいの丘で、野鳥を観
察しましょう。
●日時　１月６日㊏午前９時～ 11 時 30 分（雨天中止）
●集合場所　ふれあいの丘駐車場　※のぼり旗が目印
●対象者　どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
●講師　刑部 節 氏（大田原理科クラブ事務局長）
●定員　20 名（先着順）
●費用　300円（野鳥の会会員 100円、中学生以下無料）
●持ち物　雨具、筆

記用具、双眼鏡（お
持ちの方はご持参
ください。当館で
も 用 意 し て い ま
す）

●申込方法　12 月９日㊏～ 23 日㊏午前９時 30 分～
午後４時に電話で申し込み

●その他　大田原理科クラブと日本野鳥の会栃木県支
部との共催

■ 12 月休館日のお知らせ
　４日㊊、11日㊊、12日㊋～15日㊎（展示替えのため臨時
休館）、18日㊊、25㊊、30㊏～１月３日㊌（年末年始休館）

休館日：毎週月曜（祝日を除く）、祝日の翌日（日曜を除く）
■開館時間…午後１時30分～９時
　　　　　　（入館は午後８時30分まで）

天文館だより
★星空情報★

■たくさん見られるでしょう【ふたご座流星群】
　「ふたご座流星群」が、12月14日㊍前後に見頃を迎え
ます。13日㊌は新月となるので、その前後の日は月明か
りを心配することなく、最高の条件で流星群を楽しむ
ことができます。流星群は、時々見られる流れ星とは少
し違います。流れ星はいつ出会うか分かりませんが、流
星群は毎年同じ頃に見ることができます。それは流星
の元となるものが決まっているからです。
　ふたご座流星群の元は「フェートン」と呼ばれる小惑
星です。1.4年の周期で太陽の周りを細長く回り、太陽に
近づくと軌道上にちりを残します。地球は毎年同じ軌
道で太陽の周りを回っているので、毎年同じ頃そのちり
と遭遇します。その
ちりが地球の大気中
に飛び込んでくると
きに流星群となって
私たちを楽しませて
くれるのです。
　天文館では15日
㊎ に 流 星 群 観 望 会
を実施します。ぜひ
た く さ ん の 流 星 を
お楽しみください。

★主なイベント（１月）★
①子どものための冬の星座教室
●日時　１月４日㊍～８日㊊㊗、10 日㊌～12 日㊎、14

日㊐午後７時 40 分～９時
●内容　冬の大三角や、その周辺にあるオリオン大星

雲、M45 すばるなどの姿を望遠鏡で観望します。小
学生対象です。ぜひご家族でご参加ください。

②写真撮影会（M45 すばるを撮ろう）
●日時　１月 13 日㊏午後７時 10 分～９時
●内容　M45 すばるの姿を撮影します。レンズ交換が

できる一眼カメラをご持参ください。
③月面「Ⅹ」を見よう
●日時　１月 18 日㊍午後７時 10 分

～９時
●内容　月の表面のクレーターの影

の重なり方でアルファベットのⅩ
の文字が見えます。１年の内に数
回しか見ることのできない現象で
す。

④月撮影会９
●日時　１月 21 日㊐午後５時 10 分～６時
●内容　ホームビデオカメラや一眼カメラで月齢 10

の月を撮影します。

詳細は天文館HPをご覧ください

  0287（28）3251

 0287（28）3254

詳細は自然観察館HPをご覧ください

月面Ｘ（天文館）

昨年度の探鳥会の様子

Ｘ→
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今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
徳
川
家
康
を
主
人
公
と

し
た「
ど
う
す
る
家
康
」で
し
た
が
、来
年
は
平
安
時
代
中
期

に
活
躍
し
た
紫
式
部
を
主
人
公
と
し
た「
光
る
君
へ
」が
放

送
さ
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、『
平
家
物
語
』と『
源
氏
物
語
』は
ど
う
違
う
の
？

と
質
問
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。答
え
は
、「
全
く
関
係
の

無
い
、別
の
作
品
」で
す
。

　
『
平
家
物
語
』は
、平
安
時
代
末
期
の
源
平
合
戦
を
題
材
に

し
た
軍
記
物
語
で
す
。平
家
が
全
盛
期
か
ら
滅
亡
を
迎
え
る

ま
で
の
世
の
移
り
変
わ
り
や
儚
は
か
な
さ（
無
常
観
）を
テ
ー
マ
と

し
て
い
ま
す
。「
祇ぎ
お
ん
し
ょ
う
じ
ゃ

園
精
舎
の
鐘
の
声
…
」と
い
う
フ
レ
ー
ズ

や
、那
須
与
一
の「
扇
の
的
」で
も
お
な
じ
み
で
す
。

　

一
方
の『
源
氏
物
語
』は
、平
安
時
代
中
期
の
宮
中
を
舞
台

と
し
た
物
語
で
、主
人
公
は
光
源
氏
と
い
う
架
空
の
人
物
で

す
。宮
中
で
の
光
源
氏
の
栄
華
や
苦
悩
、恋
愛
模
様
や
憎
悪
・

嫉
妬
な
ど
が
描
か
れ
て
お
り
、後
世
の
文
学
作
品
や
歌
人
に

も
影
響
を
与
え
ま
し
た
。作
者
の
紫
式
部
は
、藤
原
道
長
の

長
女
で
一
条
天
皇
の
后
き
さ
き（
後
一
条
天
皇
、後ご
す
ざ
く

朱
雀
天
皇
の
母
）

と
な
っ
た
彰し
ょ
う
し子
に
仕
え
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
平
家
物
語
』と『
源
氏
物
語
』は
成
立
時
期

も
テ
ー
マ
も
全
く
異
な
る
作
品
で
す
。「
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
」と

「
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
」な
ど
、

何
か
と
平
家
と
源
氏
は

比
較
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、『
平
家
物
語
』と『
源

氏
物
語
』は
全
く
関
係
の

無
い
作
品
で
す
の
で
、ご

注
意
く
だ
さ
い
。

今
回
は
、松
尾
芭
蕉
句
碑
の
拓
本「
野
を
横
に
馬
牽ひ

き

む
け
よ

ほ
と
ゝ
ぎ
す
」を
紹
介
し
ま
す
。掛
軸
に
仕
立
て
ら
れ
て
お
り
、

本
紙
の
寸
法
は
、縦
99
・
６
㎝
、横
26
・
９
㎝
で
す
。

上
五「
野
を
横
に
」の「
を
」と「
に
」は
、そ
れ
ぞ
れ「
越
」・「
耳
」

を
字
母
と
し
た
平
仮
名
で
、中
七
・
下
五
の「
よ
」と「
ほ
」は
、

「
与
」・「
本
」を
字
母
と
し
て
い
ま
す
。署
名
の「
は
せ
を
」は
、「
ば

し
ょ
う
」と
読
み
ま
す
。「
は
」の
字
母
は「
者
」、「
を
」の
字
母
は

「
越
」で
す
。

句
碑
は
黒
羽
向
町
の
常
念
寺（
浄
土
宗
）の
山
門
前
に
立
っ

て
お
り（
碑
高
１
４
０
㎝
）、大
田
原
市
指
定
文
化
財
で
す
。江

戸
時
代
の
建
立
と
伝
わ
り
、書
は
芭
蕉
真し
ん
せ
き蹟
の
可
能
性
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

句
意
は
、広
い
那
須
野
を
馬
の
背
に
揺
ら
れ
な
が
ら
行
く
途

中
、ほ
と
と
ぎ
す
の
鳴
き
声
が
し
た
の
で
、そ
の
声
の
す
る
方

へ
馬
を
横
に
引
き
向
け
て
く
れ
、と
な
り
ま
す
。「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
」

が
夏
の
季
語
で
す
。元
禄
２
年（
１
６
８
９
）の
句
で
、出
典
は

『
お
く
の
ほ
そ
道
』な
ど
で
す
。同
書
で
は
、黒
羽（
余
瀬
）を
出
て
、

殺
生
石
を
目
指
す
途
中
、馬
子
に
短
冊
を
所
望
さ
れ
て
こ
の
句

を
詠
ん
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
作
品
は
、芭
蕉
展
示
室
で
展
示
中
で
す
。

問
那
須
与
一
伝
承
館　
　

０
２
８
７（
２
０
）０
２
２
０

　

 

黒
羽
芭
蕉
の
館　
　

０
２
８
７（
５
４
）４
１
５
１

『
平
家
物
語
』と『
源
氏
物
語
』

芭
蕉
句
碑
拓
本「
野
を
横
に
」

第96回

第85回江戸時代の那須家の蔵書目録
「源氏物語」とあります。

　寒～い日には、おでんが
最高！
　君が好きなおでん
の具を見つけてね。

　忍者修行をクリアできた子ども
たちは、りんご飴（？）をゲット。
　縁日気分を楽しみました。

みんなでクリスマス
スマイル！

子ども未来館　 ０２８７（４７）４１２５

　12月23㊏～１月８
日㊊㊗は冬休み期間の
ため４クール制です。
　お間違いのないよう
ご利用ください。

ほかほか おでん探し

●開催日
　12月22日㊎・23日㊏
●挑戦券
　各クール 50 名

１クール   9：00～10：30
２クール 11：00～12：30
３クール 13：00～14：30
４クール 15：00～16：30

イベント報告　わくわく忍者の修行でござる 

　隠れていた
忍者５人組は
どこにいたの
かな？

●休館日　12月４日㊊
　12月31日㊐・１月１日㊊
　１月４日㊍・２月５日㊊
●入館料　１歳～小学６年生

のお子さま一人につき200
円（保護者・０歳児無料）

※　で最新の開館情報や感染
症対策の詳細をご
確認のうえ、ご来
館ください。

イベント情報　どきどき クリスマス

ご注意ください

HP
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体県立県北体育館黒黒羽庁舎湯湯津上庁舎本本庁舎

大田原図書館  　0287（23）4560 通年 9:00～19:00
黒羽図書館　  　0287（59）0855 平日 9:30～18:30 ㊏㊐㊗ 17:30 まで
湯津上図書室  　0287（98）7037 通年 9:00～17:00

大田原図書館からの
お知らせ

絵
本
や
紙
し
ば
い
の
読
み
聞
か
せ

名　　称 場　　所 日　　時

ピノキオ
おはなし会 大田原図書館

おはなしコーナー

12/３㊐・12/17㊐
１/７㊐午後２時 ～

こどものつどい
出演：ガールスカウト

12/10㊐・1/14㊐
午後２時～

にじいろ
おはなし会

トコトコ大田原
３階つどいの広場

１/23㊋※12月休み
午前10時45分～

おひさま
ぽかぽかの会

しんとみ子育て
支援センター

１/12㊎※12月休み
午前11時～

コアラ
おはなし会

黒羽図書館２階
視聴覚室

12/10㊐※1月休み
午前11時～

那須野が原ハーモニーホールからのお知らせ 0287（24）0880

チケット発売情報 近日開催＆参加者募集
劇団らくりん座公演「夏の庭 -The Friends-」

●日時　２月17日㊏午後２時30分開演　小ホール
●チケット　▶全席自由1,800円（友の会1,700円）▶小・

中学生900円
※小学生以上の入場となります。
●原作　湯本香樹実『夏の庭-The Friends-』（新潮文庫刊）
●友の会優先電話予約
　11月30日㊍から
●一般発売
　12月２日㊏から

【大田原図書館・湯津上図書館】
12/４㊊・12/15㊎・12/18㊊

【黒羽図書館】
12/11㊊・12/15㊎・12/25㊊・１/ ９㊋

【大田原図書館】
12/31㊐・１/ １㊊・１/ ４㊍

【黒羽図書館・湯津上図書館】
12/30㊏～１/ ３㊌

　トコトコ大田原３階・学習室の利
用時間は延長しました。
　午前９時～午後８時 45 分までご
利用いただけます。

休館日のお知らせ※生活カレンダーにも掲載 年末年始休館のお知らせ※生活カレンダーにも掲載 学習室の利用時間延長のお知らせ

令和５年度　おはなしフェスティバル開催
●日　時　12 月 23 日㊏午後１時～３時 30 分
●場　所　トコトコ大田原３階
　　　　　市民交流センター視聴覚室
●内　容　人形劇・ＯＨＰ・エプロンシアター・工作など
●参加団体　とんぼ・ガールスカウト・ピノキオおはなし会
●定　員　なし
●費　用　無料
●申込方法　申込不要

ふれあい生涯学習フェスティバルで
ブックリサイクル市を開催

●日　時　12 月９日㊏午前 10 時～午後４時
●場　所　生涯学習センター１階　研修室Ｄ
●内　容　大田原図書館の除籍本を無料で配布します
※持ち帰り用の袋をご持参ください。

こんにちは。
大田ワラオです。

クリスマスシーズン
到来ですね。

＊今月のおすすめ図書＊

　 め ん 料 理 は 好 き で す か？
シェフが教えてくれる料理は、
どれも美味しそうで本格的！
料理の手順やコツもとても分
かりやすいので、皆で楽しく
作れる一冊です。

　お腹をすかせたおおかみが、
ほら穴の中の小さい生き物を
おびき出そうと頑張ります。
おおかみの作戦は成功するの
か？味のある山形弁も魅力の
絵本です。

秋元 さくら　他 / 著 ロブ ハドソン / 作
『めんはすごい！』 『ちちゃこいやつ』

ハーモニーホールフェスティバル③
舞踊のつどい

●日時　２月12日㊊㊗午後２時開演　小ホール
●チケット　▶全席自由200円▶高校生以下無料（要入場券）
※小学生以上の入場となります。
●出演　大田原和富会、日本舞踊 舞の会（藤間流）、花柳

みつぎ会、坂東伎十次会、藤扇流雅宴会、舞和会
●友の会優先電話予約
　12月14日㊍から
●一般発売
　12月16日㊏から

第19回ハーモニーホール展～夢…未来～
●日時　１月27日㊏～２月４日㊐午前10時～午後５時

（最終日午後４時まで）　第１・第２ギャラリー
●入場料　
　▶200円▶大学生

以下無料
※未就学児も入場

できます。
●出品　版画、彫

刻、工芸、書、日
本画、洋画

関連イベント【アート体験教室《四つ目編み菓子皿を作ろう》】
●日時　２月３日㊏午後２時　交流ホール
●講師　竹工芸家：磯飛 節子（大田原市在住）
●対象者　小学５年生

以上の方
●定員　15名（先着順）
●費用　1,000円
●申込期間
　１月10日㊌～20日㊏

休館のお知らせ

12月29日㊎～１月３日㊌は、年末年始の休館となります。
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nap htawaraスナップおおたわら

目標は世界の頂点10/28９/28
加藤 頼斗 さん表敬訪問

みどりのレガシーいつまでも10/2810/25
家庭緑化用記念苗木配布会

　秋晴れの下、毎年恒例の行事となりました苗木
配布会を道の駅「那須与一の郷」において開催しま
した。
　当日は、緑の募金にご協力いただきラベンダー・
ブルーベリーの苗を３００セット配布することが
できました。
　また、マロニエメイツ、与一くん、とちまるく
んも応援に駆けつけ会場は大いに盛り上がりまし
た。来年も開催しますので皆さまのご来場をお待
ちしています。

西原小学校合唱部「ドルチェ」表敬訪問

　西原小学校合唱部「ドルチェ」が 11 月 12 日に
福岡県福岡市で開催される第 76 回全日本合唱コ
ンクール全国大会小学校部門（第５回全日本小学
校合唱コンクール全国大会）に栃木県代表として
出場することが決定し、部員、顧問の先生が市長、
教育長に全国大会出場の報告を行いました。
　全国大会で自分たちの力を思う存分発揮してく
ることを誓い、最後に市長、教育長を囲んで、笑
顔で写真撮影を行いました。

市長、教育長に
全国大会出場の報告を行いました10/26

侍塚古墳こも巻き

松も冬支度10/24

　二十四節季の一つ「霜
そうこう

降」に当たるこの日に、
侍塚古墳松

しょうしゅかい

守会が中心となり、下侍塚古墳で「こ
も巻き」が行われました。
　湯津上地区の小・中学生も参加し、侍塚古墳松
守会の会員や地域の方から伝統的な「いぼ結び」
の結び方を習いながら、１本１本丁寧に松のこも
巻きを行いました。
　巻かれたこもは、来年３月５日の「啓

けいちつ

蟄」の日
に取り外されます。

　８月 18 日～ 27 日に韓国・ソウルで行われた
ＩＦＳＣクライミングユース世界選手権ボルダ
リング競技に出場した加藤 頼斗 さんが市長を表
敬訪問しました。世界選手権での結果は準優勝
と素晴らしい結果となりましたが、「世界２位」と
いう結果に満足せず、惜しくも逃してしまった優
勝を目指して日々努力していきたいと力強い言
葉で、次の目標を見据えていました。加藤 頼斗 さ
んには日本を代表する選手として世界の大舞台
での活躍を期待しています。
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民俗部会調査速報⑫
～ワラホウデン～

　大晦日の朝、滝沢のあるお宅では不動の滝のほとりにワラホウ
デンを３つ立てます。ワラホウデンとは、束にした藁を折り返し
て縄でくくり、根元をひらいて円錐形に立てたものです。なかに
は御

ご へ い

幣を立て、細かく切った餅と米、煮干しをお供えしているこ
とから、正月にやってくる神さまをおもてなしするために作られ
たと考えられています。不動の滝を見渡せるところにふたつ、か
つて氏神さまがあったところにひとつ作られ、水の神さまや田の
神さま、氏神さまをおまつりしています。同じ滝沢にある別のお
宅の氏神さまにも大晦日に８つものワラホウデンがならびます。
こちらは白い御幣が７つ、ひとつだけが赤い御幣です。赤い御幣
はお稲荷さまをおまつりするものだそうです。
　須賀川、大輪などでも同じようにワラホウデンが作られたと伝
えられています。これらは正月に訪れる神さまをおまつりするた
めだけでなく、かつては盆や祭礼、苗

なわしろ

代シメ（苗代作りが終わっ
た日）にも作られました。ワラホウデンは、神さまを清らかな所
にお迎えするために、行事や祭礼のたびに新しく藁で作りかえた
祠

ほこら

であると考えられます。
　私たちのご先祖の丁寧な暮らしぶりが感じられる風習です。大
田原市には古くからこのような美しい民俗文化がたくさん伝えら
れています。　　　　　　　　　　　　　　（民俗部会　筒江 薫）

市史編さんだより  vol.38

文化振興課　 ０２８７（４７）５０３１

不動の滝のワラホウデン（滝沢）

D
ec. 2023／

N
o.1317

８つのワラホウデン（滝沢）

『みんなのひろば』 投稿募集
●注意事項
＊原則として受付順に掲載しますが、応募多数の場合は
　過去に一度も掲載されていない方を優先します。
＊掲載回数の上限は１人につき月１回かつ同一年度内３
　回までとし、２号連続しての掲載は行いません。
＊掲載された場合の謝礼はありません。
●掲載できない記事

・市の品位、公共性または公益性を損なうおそれがあるもの
・政治的、宗教的または選挙活動に当たるもの
・営利を目的とするもの
・個人、団体を誹謗中傷するもの
※詳しくは、市HPをご覧ください。

●応募方法
　Ｅメールに写真を添付し、本文に次の❶～❻を記入し
て情報政策課にお送りください。
❶コーナー名
　・我が家の『○○』（家族や自慢のレシピなどの紹介）
　・いいとこ撮り（市内の風景・イベント写真の紹介）
　・大田笑人（市内で活躍する個人・団体の紹介）
❷写真のタイトル
❸コメント（200文字程度）
❹氏名とペンネーム（本名掲載を希望の場合は不要）
❺住所（番地も記入。紙面には大字のみ掲載します。）
❻電話番号

問情報政策課　本６階　　０２８７（２３）８７００
　 jouhou@city.ohtawara.tochigi.jp

　佐久山からの帰り、平沢で見つけ
た夕日。
　西空に真っ赤な太陽が沈んでいた
瞬間を撮らえる事ができました。

投稿者：佐藤 友英（薄葉）

『田園の夕景』



※大田原市の市外局番は「０２８７」です。携帯電話からかける際はご注意ください。

相談 日時 場所 問い合わせ
総
合
行
政

相
談

大田原地区 12月６日㊌ 10:00～12:00 生涯学習センター
市情報政策課 本６階

（２３）８７００湯津上地区 12月６日㊌   13:00～16:00 佐良土多目的交流センター
黒羽地区 12月６日㊌ 10:30～12:00 黒羽・川西地区公民館

人
権

相
談

大田原地区 12月６日㊌ 10:00～12:00 生涯学習センター
市政策推進課 本６階

（２３）８７１５湯津上地区 12月６日㊌   13:00～16:00 佐良土多目的交流センター
黒羽地区 12月６日㊌ 10:30～12:00 黒羽・川西地区公民館

心
配
ご
と

相
談

★大田原地区 毎週㊎　　   9:00～12:00 市役所Ａ別館 市社会福祉協議会 （２３）１１３０
★湯津上地区 毎月第１㊌   13:00～16:00 佐良土多目的交流センター 　〃　湯津上支所 （９８）３７１５

　  ★黒羽地区 毎月第３㊍   9:00～12:00 社会福祉協議会黒羽支所 　〃　　黒羽支所 （５４）１８４９

広域無料法律相談（要予約）    12月14日㊍        13:30～16:30
（予約受付：12月７日㊍～13日㊌） トコトコ大田原３階

市民交流センター

市総務課 本６階
（２３）１１１１

※申込多数につき、お一人様年度内
１回限りとなります。市民無料法律相談（要予約）    12月21日㊍        13:30～16:00

（予約受付：12月14日㊍～20日㊌）

★公正証書無料相談（要予約） ㊊～㊎   　9:00～12:00
  13:00～17:00 大田原公証役場 大田原公証役場

（２３）０６６６

不動産無料相談会（要予約） 12月22日㊎　   13:30～15:30 不動産会館県北支部
（黒磯文化会館前）

（公社）宅建協会県北支部
０２８７（６２）６６７７

栃木県司法書士会無料相談
（要予約）
❶不動産登記・商業登記・成年

後見などに関する相談
❷❸相続・遺言に関する相談

❶
面談

第１㊏　 　  10:00～15:00
（予約受付：平日9：00～17：00）

西那須野公民館
（那須塩原市太夫塚）

総合相談センター（栃木県司法書士会）
０２８（６１４）１１２２

❷
電話

第２・４㊏　  10:00～15:00
（予約受付：平日9：00～17：00） ― 相続登記相談センター（栃木県司法書士会）

０２８（６１４）１１２２
❸
面談

予約時に各司法書士と調整
※要無料クーポン

無料クーポン、相続登記相談センター登録司法書士につい
ては、右の二次元コードからHPをご覧ください。

自殺予防いのちの電話
フリーダイヤル

毎月10日 8:00～11日 8:00（24時間）
毎日午後4時～9時（５時間） ― フリーダイヤル

０１２０（７８３）５５６

★生活困窮者の相談支援 　㊊～㊎　　           8：30～17：15 市役所Ａ別館 市社会福祉協議会
（２３）１１３０

★ＤＶ（配偶者等暴力）・離婚
に関する相談窓口（要予約） 　㊊～㊎　　           9：00～16：00 市子ども幸福課 市子ども幸福課 本３階

（２３）８７９２
教育支援相談会（要予約）
※小中学校への就学相談です 12月12日㊋ 9：00～12：00 市役所本庁舎４階 市学校教育課 本４階　

（２３）３１２５
★不登校・いじめなどに関す

る相談窓口（電話相談可） 　㊊～㊎　　           8：30～17：15 市教育支援センター 市教育支援センター（大志館すばる内）
（２２）５８８４

★…祝日・年末年始を除く。各種相談

とちぎ子ども救急電話相談・子ども（おおむね15 歳未満）
【時間】㊊～㊏18：00～翌朝８：00　㊐・㊗８：00～翌朝８：00　　
　   ＃8000　または　　028（600）0099
とちぎ救急医療電話相談・大人（おおむね15 歳以上）
【相談時間】㊊～㊎18：00～22：00　㊏・㊐・㊗16：00～22：00
　　＃7111　または　　028（623）3344

那須地区夜間急患診療所
（中田原1081-4 ／那須赤十字病院 1 階）

　０２８７（４７）５６６３
●診療科目…内科・小児科
※那須赤十字病院と併設ですが、別の医療機関になります。

夜 間 診 療【診療時間】毎日 19：00 ～ 21：30 急な病気やけがで心配な時に

事前に当番医療機関に電話してから受診してください。
また、やむを得ず変更になる場合があります。【診療時間】9：00 ～ 17：00休日当番医

月 日 当番医名 所在地 電話

12
月

３日㊐ 江部医院 黒羽向町60 （54）0013

10日㊐ 松井医院 城山1-2-3 （22）2067

17日㊐ 木戸内科クリニック 美原2-2831-153 （20）3200

24日㊐ だいなリハビリクリニック 紫塚3-2633-12 （20）3102

29日㊎ 増山医院（佐良土） 佐良土861 （98）2008

月 日 当番医名 所在地 電話

12
月

30日㊏ 益子医院 大久保266 （59）0835

31日㊐ くろばね齋藤醫院 黒羽田町612 （54）0031

1
月

１日㊊ 増山胃腸科クリニック 加治屋83-413 （23）6321

２日㊋ 車田医院 大豆田457-24 （54）0062

３日㊌ 藤田医院 野崎2-7-14 （29）0010
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12月　生活カレンダー
くらし情報館開館日健：各種健康相談相：各種相談 納：各種納期限 図：図書館休館日医：休日当番医

■日時…12月20日㊌ 午前９時30分～10時30分
■電話番号…0120-188911（固定電話専用）

市長さん
※指定日時以外や携帯電話からのお
　電話は随時下記でお受けします。

 情報政策課　本６階
０２８７（２３）８７００

健 乳幼児健康相談

健 もの忘れ相談

相 心配ごと（湯津上）

相 心配ごと（大田原）

相 心配ごと（大田原）

相 心配ごと（大田原）

相 心配ごと（大田原）

相 心配ごと（大田原）

図 大田原・湯津上

図 湯津上・黒羽

図 湯津上・黒羽 図 湯津上・黒羽 図 大田原

図 大田原・湯津上

月１回、市長が皆さまからのご意見、
ご要望をお聴きします。

もしもし 大田原市へのお問い合わせ
市　の専用フォームから、いつでも
市にお問い合わせができます。
詳しくはリンク先をご覧ください。

HP

相 栃木県司法書士会

健 ６～７か月の
赤ちゃん教室

納 国民健康保険税
（５期）

納 市県民税（４期）
納 固定資産税・都市

計画税（４期）
納 国民健康保険税

（６期）
納 後期高齢者医療

保険料（６期）
納 介護保険料（６期）

納 後期高齢者医療
保険料（５期）

納 介護保険料（５期）

健 心の健康相談室
くらし情報館

くらし情報館

くらし情報館

くらし情報館

くらし情報館

くらし情報館

くらし情報館

医 江部医院
 0287（54）0013

医 松井医院
 0287（22）2067

医 増山医院（佐良土）
 0287（98）2008

医 益子医院
 0287（59）0835

医 くろばね齋藤醫院
 0287（54）0031

医 車田医院
 0287（54）0062

医 藤田医院
 0287（29）0010

医 あさかクリニック
 0287（22）2601

相 栃木県司法書士会

相 栃木県司法書士会

相 栃木県司法書士会

図 黒羽

図 黒羽

図 黒羽

相 行政・人権（大田原・
湯津上・黒羽）

もしもし市長さん
相 心配ごと（黒羽）

相 法律（広域）

相 法律（市民） 相 不動産

相 いのちの電話 相 教育支援相談 健 おたっしゃクラブ
健 フレイル予防・

栄養相談

健 がんのつどい
健 がん相談支援

健 がん相談支援

健 がん相談支援

健 心の健康相談室

健 心の健康相談室

健 こころの病を理
解するための家
族教室

健 精神保健福祉
クリニック

医 木戸内科
クリニック
 0287（20）3200

医 だいなリハビリ
クリニック
 0287（20）3102

医 増山胃腸科
クリニック
 0287（23）6321

図 大田原・湯津上
黒羽

図 大田原・湯津上
黒羽

図 大田原・湯津上
黒羽

与一太鼓定期演奏会
   （11：00 ～）

那須与一伝承館
0287（20）0220

元日



 

開館時間：10：00 ～ 15：00（開館日はカレンダーでご確認ください。）
くらし情報館 くらし情報館（大田原市くらしの会／中央１-２- 14）　　０２８７（２２）３９０３

ゆずりたい ゆずってほしい
●お子さん向け　歩行器・ベビー用いす・子供用スキーウェア上下（140
㎝）・学習机（椅子なし）・ゆりかご・おまる・ベビーバス（浴槽）・ベビー遊
具（1～2歳用）

●家具・インテリア・家電製品・楽器など　額縁（大・中・小・17枚）・座卓
（120cm×88cm）・座卓（150cm×90cm）・システムベッド（タンスと机
付き）・タンス（和・洋）・タンス（38cm×75cm、77cm×95cm）・シングル
ベッド（大人）・トイレの手すり（未使用）・本棚（30cm×180cm）・ブック
スタンド・ついたて（籐製）・かご（籐製）・照明器具（４点）・除湿機・加湿
機（２台）・エレクトーン

●制服・体育着など　大田原小学校（体育着120～130㎝）・金田北中学校
（男子制服180㎝）・大田原中学校（男子制服170㎝）

●その他　塗鉢（数個）・茶箱（３個）・スキーウェア上下（男・女）・スキー
用品一式（男）・鎧・兜（ケース入り）・柔道着（白）・防災頭巾・五月人形セッ
ト（兜・弓矢・ケース入り）・ひな人形７段飾り・囲碁セット・ひな人形（ケー
ス入り）・たん吸引器・餅つき道具（臼・杵・のし板）

●お子さん向け　ベビーベッド・チャイルドシート
●家具・インテリア・家電製品・楽器など　電動ミシ

ン（ポータブル）・ステレオ・掃除機・キーボード
（楽器）・家具調こたつ（120cm × 90cm）・シング
ルベッド（木製）・電動ベッド・パソコンデスク

●制服・体育着など　若草中学校（女子制服 M・160
㎝）・若草中学校バレー部（ウインドブレーカー・
シューズ）・大田原小学校（体育着 150 ～ 160cm）

●その他　マウンテンバイク・自転車（ママチャ
リ）・大人用自転車・電動自転車・かなめ焼き・農業
用パイプハウス・ベンチコート（160㎝）・墨すり
機・車イス・スキー板とブーツ (25cm)

（登録状況：11月14日現在）

各種二次元コード
土日祝日・夜間の
水道管漏水の連絡先

大田原市の人口

市X（旧Twitter）市ｈ

よいちメール インフラ不良箇所
通報メール

市YouTube

道路や公共施設・上下水
道などの不良個所を見つ
けたときは、「インフラ不
良箇所通報メール」から
お知らせください。

【人口・世帯数（前月比）】
　■人口 70,471 人（-35）
　　　男 34,601 人（-16）
　　　女 35,870 人（-19）
■世帯数 30,633 世帯（-4）
「毎月人口調査」を基に

掲載しています。

R5.10.1 現在 　 大田原管工事工業協同組合

　 ０９０（７２３４）４４６２
※連絡先が全地区統一となりました。

※本管漏水工事のための待機業者で
あるため、宅地内漏水は対応でき
ない場合があります。

市Facebook

消費生活センターからのお知らせ
大田原市消費生活センター　 ２階
０２８７（２３）６２３６

平日 9：00～12：00､13：00～16：00
消費者ホットライン  １８８

もやせるごみの収集中に発火・発煙事故
が発生しました

問生活環境課　　２階　　０２８７（２３）８７０６本

　先日、もやせるごみの収集中に、ごみ収集車から発火・発煙
する事故が発生しました。
　収集車からごみを取り出し、確認したところ、もやせるご
みの袋からスプレー缶、大量のライター、刃物、工具類などの
危険物が見つかり、これらの周りには発火した形跡がありま
した。今回はすぐに鎮火したため大きな被害にはなりませ
んでしたが、ごみの収集中に爆発や火災が発生した場合は、
作業員や周辺の皆さまに被害がおよぶ恐れがあります。
　また、ごみ処理施設で爆発や火災が発生したときは、長期
にわたってごみの受け入れ・処理ができなくなるほか、設備
の復旧に膨大な費用がかかり、市民の皆さまにご迷惑をかけ
ることとなってしまいます。
　同様の事故は全国的に発生しており、実際に市民生活に大
きな影響が出る被害が発生したり、作業員がけがをした事例
もあります。
　本市では、この事故を市民の安全な生活をおびやかす重大
な事故であると考えています。被害状況によっては、警察の

協力のもと、火災の原因となったごみを出した者を特定し、
刑事的・民事的な責任を追及することとなります。
　市民の皆さまの安全な生活を守るためにも、危険物は絶対
に混入させず、正しくごみを分別していただきますようお願
いします。

　購入業者が自宅に来て物品を買い取る「訪問購入」に関
する相談が増加しています。
　業者から「なんでもいいから不用品はないか」「皿１枚だ
けでもいいので」と電話があり、業者の訪問を受け入れると、
業者が自宅に来た際「鑑定してあげる」などと言われ、売
るつもりのなかった貴金属まで強引に買い取られてしまう
というトラブルも発生しています。
　トラブルを避けるために、購入業者から電話がかかって

■訪問購入のトラブルにご注意ください
きても安易に訪問を受け入れず、突然訪問してきた購入業
者は家に入れないようにしましょう。売るつもりのない貴
金属の売却を迫られた場合は、きっぱり断りましょう。クー
リング・オフ期間内は、購入業者に物品の引き渡しを拒む
ことができるので、クーリング・オフ期間内は物品を渡さ
ないことも一つの方法です。
　トラブルになった場合や不安がある場合は、消費生活セ
ンターにご相談ください。

HP

※ごみの分別については、「家庭ごみの出し方ガイ
ド」や、「おおたわらクリーンナビ」、「ごみ分別収
集カレンダー」をご覧ください。

おおたわら
クリーンナビ



※子育て支援センター・つどいの広場・子育てサロンは、事前予約制（定員あり）となります。
休館日が変更になることもありますので、最新情報はホームページなどを確認するか直接お
問い合わせください。

子育て支援情報

■一時保育センター（子ども未来館内）　
 ０２８７（２２）２８１３
▶開設日時：９:00 ～ 17:00
　（休館日を除く）
▶対象：４か月～就学前の健康な
　乳幼児（市外の方を含む）
▶料金：１時間 300 円
　  （市外の方は 500 円）
※１回４時間、月５回まで。
　事前申込が必要。（一定要件あり）

つどいの広場 さくやま トコトコ
場所 旧さくやま保育園 子ども未来館

開設日時 ㊊・㊌・㊎・第４㊏
9：00 ～ 14：00

㊊～㊎　
9：00 ～ 11：30 ／ 12：45 ～ 15：00

休館日 12/8㊎、12/27㊌PM、
12/29㊎～1/3㊌

12/4㊊、12/7㊍PM、12/8㊎PM、
12/19㊋PM、12/27㊌PM、12/28㊍～1/4㊍

子育てサロン かねだ のざき かわにし
場所 金田北地区公民館 うすばアットホーム 川西高齢者ほほえみセンター

開設日時 ㊋９：00 ～ 12：00 ㊍９：00 ～ 12：00 ㊌９：00 ～ 12：00
休館日 ー 12/28㊍ ー

病児・病後児保育 病後児のみ　※要登録 病児・病後児　※要登録
施設 保育園ベビーエンゼル 国際医療福祉大学　金丸こども園

利用時間 ㊊～㊎８：00 ～ 18：00
料金（１日） 病児　2,000 円／病後児　500 円
予約電話 　　 （２２）８８３４ 　　 （４８）６６１０

■ファミリーサポートセンター
　（保育課内）
　　０２８７（２３）８７３９
　子育ての手助けをしたい・して
ほしい方が会員となり、地域で子
育てを支え合う組織です。

子育て支援センター しんとみ ゆづかみ すくすくきっず（くろばね） ひかり
場所 しんとみ保育園 ゆづかみ保育園 くろばね保育園 ひかり幼稚園
電話 　 （２２）５５７７ 　 （９８）３８８１ （５９）１０７７ 　 （２３）５５３３

開設日時
㊊～㊎

９：00 ～ 11：30
13：00 ～ 16：00

㊊～㊎
９：00 ～11：30
13：00 ～ 15：30

㊊～㊎
９：30 ～ 12：00
13：30 ～ 16：00

㊊～㊎
９：00 ～ 12：00
13：00 ～ 15：00

休館日 12/22㊎、12/28㊍～1/3㊌ 12/8㊎、12/22㊎、
12/29㊎～1/3㊌

12/8㊎、12/22㊎、
12/29㊎～1/4㊍ 12/22㊎、12/28㊍～1/5㊎

市民健康診査

度に加入されてる方が対象です。市の健診は、1年に
1回の受診です。市民健康診査および国民健康保険の
人間ドック・脳ドックで受診した項目は、重複して
受診することはできません。

●令和６年度市民健康診査について
▶世帯ごとに対象となる方の申込書を郵送します。
▶郵送時期…令和６年２月下旬

■令和５年度市民健康診査『集団健診』は、12月３日㊐
で終了となります。多くの方々に受診いただき、あ
りがとうございました。

■医療機関健診（基本健診・乳がん検診・子宮がん検診）
は２月29日㊍まで受診できます。受診を希望される
方は、健康政策課へお問い合わせください。

　なお、基本健診は国民健康保険、後期高齢者医療制

問申健康政策課　　３階　　０２８７（２３）７６０１本

保健に関する教室・相談

教室・相談 日時 場所 内容 持ち物など 問い合わせ

乳幼児健康相談 12月６日㊌ ９：30～11:15 大田原市
福祉センター

計測や
育児相談など 母子健康手帳

子ども幸福課 本３階
（２３）８６３４６～７か月の

赤ちゃん教室 12月５日㊋ 9：40～11:30
（受付9:20～） トコトコ大田原 計測、赤ちゃんの

育ち、離乳食の進め方 ※要予約

おたっしゃクラブ 12月13日㊌ 9:30～11:30 本庁舎１階
市民協働ホール

高齢者向けの
運動や講話 ※要予約 高齢者幸福課 本３階

（２３）８９１７

もの忘れ相談 12月７日㊍ 10:00～12:00 本庁舎３階相談室５ もの忘れなどの相談 ※要予約 高齢者幸福課 本３階
（２３）８７５７

フレイル予防・栄養相談 12月13日㊌ 9:30～11:00 本庁舎１階控室 高齢者向けのフレイ
ル予防栄養相談 ※要予約 健康政策課 本３階

（２３）７６０１

心の健康相談室 12月12日㊋
12月26日㊋ 13：30～16:30 本庁舎３階

303会議室 カウンセリング ３日前まで
に要予約

健康政策課 本３階
（２３）８７０４

こころの病を理解
するための家族教室 12月22日㊎

13：30～15：30 県北健康
福祉センター

座談会
※要予約 県北健康福祉センター

（２２）２２５９精神保健福祉
クリニック 12月13日㊌ 心理職への

個別相談
薬物問題をお持ち
の方の家族の集い １月11日㊍ 13：30～15：30 県北健康

福祉センター 座談会 ※要予約 県北健康福祉センター
（２２）２３６４

がんのつどい １月６日㊏ 10：00～11：00 那須赤十字病院
多目的ホール

がん患者やご家族
同士の座談会

※前日までに
要予約

那須赤十字病院
（２３）１１２２

★がん相談支援
㊊～㊎  9：30～12：30

13：30～16：30 那須赤十字病院
相談室３ がんに関する相談 ※要予約

那須赤十字病院がん
相談支援センター

080（7576）2655第１・３㊏ 9：30～11：30

★…祝日・年末年始を除く。
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